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平成7年、県立鹿町工業高校の建て替え工事中、偶然にも天

然温泉が湧出しました。この温泉水を利用し、源泉掛け流し

の温泉施設として、平成13年7月にオープンしたのが鹿町温

泉「やすらぎ館」です。

この温泉の泉質はナトリウム炭酸水素塩泉。ぬるぬるとした

手触りで、肌の脂肪分や分泌物をよく落とすことから「美人

の湯」と呼ばれています。

同館では、1週間ごとに男湯・女湯が入れ替わる「大浴場」

と「普通浴室1、2」のほか、「流水プール」など健康保持の

ためのさまざまな設備を備えた「健康浴室」（水着着用）も利

用できます。日ごろの疲れのリフレッシュに最適な施設です

ので、ぜひ一度ご来館ください。

や
すら
ぎ
館

鹿
町
温
泉

美
人
の
湯

↓水流で体をマッサージする設備なども備えた「健康浴室」

↑豊富な湯量でゆったりくつろげる「大浴場」

※「人の動き」と「させぼ市政だより」は4ページに記載しています。

鹿町温泉 やすらぎ館
住 所 〒859-6145

佐世保市鹿町町土肥ノ浦169-2

電話番号 66-2617

営業時間 10:00～21:00

休 館 日 毎週木曜（祝日の場合は営業）

料 金 高校生以上600円、3歳～中学生300円

駐 車 場 60台（「しかまち活性化施設」と共用）

江迎
鹿町駅鹿町

工高

鹿町小学校

鹿町野の花
幼児園

至佐世保市街

至平戸市

鹿町温泉やすらぎ館
しかまち活性化施設

県
道

号
18

やすらぎ館に併設する「しかまち活性
化施設」には、地元で採れた新鮮な野
菜などを販売するコーナーや食堂、休
憩コーナーなどがあります。温泉の
後に、どうぞお立ち寄りください。
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※今月号から「目次」（今月は4p）を掲載しています。

年頭のごあいさつ
特集 守り 育て つくる「佐世保の景観」
広報クイズ 縁起物「佐世保独楽」をプレゼント!
広報テレビ 鹿町の「トラフグ身欠き」をプレゼント!
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02

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、輝
か
し
い
新
春
を
健
や

か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
昨
年
、
江
迎
、
鹿
町
の
両
町
と
合
併

し
、
新
佐
世
保
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
新
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
一
年
が

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
が
、
本
年
も
市
民
の
皆

さ
ま
と
一
体
と
な
っ
て
、
明
る
く
、
豊
か
な
、

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
、
今
、

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
地
域
の
こ

と
は
地
域
が
決
め
る
と
い
う「
地
域
主
権
」で
す
。

政
府
の
新
年
度
の
予
算
案
に
も
、
ま
ず
は
都
道

府
県
分
と
し
て
、
各
府
省
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、

自
治
体
の
裁
量
で
使
途
が
決
め
ら
れ
る
「
一
括

交
付
金
」
が
盛
り
込
ま
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
交
付
金
は
平
成

年
度
ま
で
に
は

24

市
町
村
に
も
導
入
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
財

源
面
に
お
い
て
も
、
政
策
の
自
由
度
が
高
ま
っ

て
い
く
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
体
に
は
、「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
が
つ
く
る
ん
だ
」
と

い
う
意
識
を
高
め
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
に
よ

る
自
立
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
平
成

年
4
月
に
市
長
に
就
任
し
、
市

19

民
の
皆
さ
ま
に
常
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
こ
れ
ま
で
市
政
を

運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
心

佐
世
保
市
長

朝
長
則
男

挑
戦
、変
革
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

皆
さ
ん
と
と
も
に
進
化
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

平
成

年
の
主
な
出
来
事

22

西九道「佐世保みなとIC～相
浦中里IC」が開通（3月20日）

佐世保市・江迎町・鹿町町合
併記念式典（4月3日）

亜熱帯動植物園「ふれあい体
験広場」がオープン（4月3日）

「ハウステンボス」がリニュー
アルオープン（4月28日）

平
成

年

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

23

03

か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
新
年

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
残
さ
れ
た
任
期
も
全
力

で
市
政
推
進
に
取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
に
は
今
後
、
解
決
・
実
現
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
中
長
期
的
な
重
要
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、
本
年
も
特
に
次
の
事
項
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

煙
雇
用（
働
く
場
）の
確
保
・
拡
大
を
目
指
す
た

め
の
各
種
産
業
の
振
興
（
企
業
立
地
の
推
進
、

中
小
企
業
の
支
援
、
観
光
・
物
産
・
農
水
産

業
の
振
興
な
ど
）

煙
石
木
ダ
ム
の
建
設
促
進
な
ど
に
よ
る
水
資
源

の
確
保

煙
中
学
校
給
食
完
全
実
施
に
向
け
た
施
設
整
備

（
平
成

年
度
）、
学
校
耐
震
化
の
推
進
、
長

24

崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体（
平
成

年
度
）の
開

26

催
準
備
な
ど
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興

煙
地
域
医
療
の
再
生
、
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

の
再
整
備
、
交
通
不
便
地
区
対
策
な
ど
、
医

療
・
福
祉
の
充
実

煙
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
（
中
心
市
街
地
の
活

性
化
、
早
岐
・
相
浦
地
域
に
お
け
る
地
域
核

の
形
成
、
合
併
地
域
の
活
性
化
な
ど
）
の
推
進

煙
前
畑
弾
薬
庫
の
移
転
・
返
還
、
崎
辺
地
区
の

海
上
自
衛
隊
に
よ
る
利
活
用
な
ど
、
港
の
す

み
分
け
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

煙
東
ア
ジ
ア
へ
向
け
た
九
州
サ
ブ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
（
副
玄
関
口
）
構
想
の
推
進

煙
行
財
政
改
革
の
推
進

私
は
市
政
を
運
営
し
て
い
く
上
で
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
（
挑
戦
、C
h
allen

g
e

）、
チ
ェ
ン
ジ
（
変

革
、C

h
an
g
e

）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
相

互
意
思
疎
通
、Co

m
m
u
n
icatio

n

）
と
い
う
3

つ
の
「
C
」
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
、
チ
ェ
ン
ジ
す
る
こ

と
を
恐
れ
ず
、
市
民
や
市
議
会
、
関
係
機
関
な

ど
の
皆
さ
ま
と
十
分
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
な
が
ら
、
本
年
も
「
進
化
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
温
か
い
ご
指
導
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
と
し
一
年
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
幸
せ
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て
、
新
春
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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「させぼ振興券」の販売開始
（7月23日）

「市営高砂駐車場」がオープン
（9月21日）

写真：市営新みなと駐車場（新港町）周辺から佐世保湾を臨む

アンテナショップ「キトラス」
が博多にオープン（10月2日）

「佐世保市少年科学館」が
オープン（10月1日）



試験日 1月30日（日）

試験会場 長崎県立大学佐世保校

受付期間 1月4日（火）～24日（月）

募集職種など

①調理士（現業職）

受験資格葛昭和36年4月2日以降に生

まれ、調理師免許と普通自動車以上の

免許を有する人で、給食などの大量調

理施設（100食以上）で調理の実務経験

が通算して10年以上ある人

採用予定人員葛若干名

②事務職（任期付き） ※「長崎がんばら

んば国体」に関する事務を行います。

任期は平成23年4月1日から27年1月

31日までの3年10カ月。再度の採用

や任期の更新はありません。

受験資格葛学歴・年齢を問いません

採用予定人員葛5人

試験案内・申込書の配布場所

市役所本庁舎玄関案内、職員課（6階）、

中央保健福祉センター玄関案内、各支

所・行政センター

冗職員課 緯24-1111

市職員採用試験の実施
朝長市長の「年頭のごあいさつ」02新年

守り 育て つくる

佐世保の景観
05特集

市政の重要事項の報告（12月定例市議会）10市議会

離職して就職活動する人に住宅手当を支給
平成23年申告相談・受け付けの日程

12市政通信

ハウステンボス「新成人の特別入場料金」
させぼ食育フェア&食育祭inさせぼ
長崎県指定文化財「ヤモード祭り」
アルカスSASEBOイベント情報

13イベント

市立図書館、亜熱帯動植物園、少年科学館
西海パールシーリゾート

14施設だより

質問「成人式は新成人が企画・運営しているの?」
広報クイズ プレゼント「佐世保独楽」
広報テレビ「鹿町地域の養殖トラフグ」
プレゼント「トラフグ身欠き」
1月26日は「文化財防火デー」
シリーズ物産⑥県指定伝統的工芸品「佐世保独楽」

16市民の広場

お知らせ
募集
講習会・講演会など

18
20
21

暮らしと情報

子育て
高齢者と介護、健康づくり
生活衛生、検診・検査など

22
23
25

健康と福祉

世知原茶 前田さん 県最優秀賞をW受賞!!
長寿社会課から「認知症予防」の話
元気な朝ごはんレシピ「ハンバーグドリア」
童女思わす薬師仏・上原町

26
26
27
27

トピックス

○○の話

レシピ

歴史散歩

鹿町温泉 美人の湯 やすらぎ館28裏表紙

【テレビ】土曜約5分間
NBC9時25分、NIB9時25分
KTN11時40分、NCC11時40分

【ラジオ】
NBC日曜9時25分
FM長崎火曜9時5分
FMさせぼ
火曜10時30分・日曜9時30分

【新聞】長崎新聞毎月第2・4火曜
【ホームページ】
http://www.city.sasebo.nagasaki.jp/

人の動き
12月1日現在

・総人口 260,994人（+40人）
男性 122,308人（+52人）
女性 138,686人（－12人）
（11月中の動き）
転入582人、転出500人
出生218人、死亡260人

・世帯数 106,354世帯（－24世帯）

˝
携帯サイト
はこちら!

04

表紙の話
えとのウサギが描かれた、かわいい
「佐世保独楽（こま）」。佐世保独楽本舗
の三代目山本貞右衛門さん（右）がろく
ろを回して成型し、妻の由貴子さん
（左）が絵付けして作られました。今月
号では、縁起物としても人気が高いこ
のこまをプレゼントします。詳しくは
16、17ページをご覧ください。

させぼ
市政だより

募集

広報させぼ 平成23年1月号 No.722 目次

何
気
な
く
見
て
い
る
家
の
近
く
の
風
景
。

見
慣
れ
た
風
景
だ
け
ど
、

改
め
て
見
て
み
る
と
、

こ
の
ま
ち
の
歴
史
や
風
土
を
感
じ
た
り
、

ほ
か
の
ま
ち
に
は
な
い
、独
特
の
風
景
で
あ
る

こ
と
に
気
付
い
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
特
集
は
「
景
観
」
の
話
。

景
観
と
い
う
と
、
海
や
山
な
ど
き
れ
い
な
風
景

や
景
色
の
こ
と
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

わ
た
し
た
ち
が
住
ん
で
い
る
家
や
、
い
つ
も
歩

い
て
い
る
道
、
学
校
や
会
社
、
商
店
街
な
ど
も

景
観
を
構
成
し
て
い
る
要
素
の
一
つ
。

そ
れ
ら
が
一
つ
一
つ
集
ま
っ
て
、
今
の
佐
世
保

ら
し
い
景
観
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
佐
世
保
の
景
観
を
、
こ
れ
か
ら
も

守
り
、
育
て
、
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
本
市
で

は
昨
年
9
月
に
「
景
観
計
画
」
と
「
景
観
条
例
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、「
佐
世
保
の
景
観
」
の
特

徴
を
紹
介
し
、「
景
観
計
画
」
と
「
景
観
条
例
」

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

守
り
育
て
つ
く
る

佐
世
保
の
景
観

特集

05



豊
か
な
自
然
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
景
観

本
市
の
景
観
は
、
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
で
形
づ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
豊
か
な

「
自
然
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
自
然
と
い

う
視
点
で
、
本
市
の
景
観
を
見
て
み
る
と
次
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

①
中
心
市
街
地
が
、
佐
世
保
湾
と
、
烏
帽
子
岳
、

弓
張
岳
、
天
神
山
の
山
並
み
に
囲
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
中
に
都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
ま
っ
て
い
る

②
山
間
部
は
、
県
北
最
高
峰
の
国
見
山
を
中
心

と
し
て
、
小
佐
々
、
三
川
内
、
南
風
崎
ま
で

山
並
み
が
連
な
っ
て
お
り
、
棚
田
や
茶
畑
、

田
園
集
落
と
程
よ
く
調
和
し
て
い
る

③
九
十
九
島
周
辺
は
、
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
リ

ア
ス
式
海
岸
が
大
小
の
島
々
と
一
体
化
し
て

見
事
な
景
観
を
形
成
し
て
い
る

④
宇
久
島
、
黒
島
、
高
島
な
ど
美
し
い
島
々
が

数
多
く
あ
る

な
ど

長
い
年
月
を
か
け
て
自
然
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
本
市
の
景
観
は
、
本
市
固
有
の
も
の
で
、

他
都
市
に
な
い
美
し
さ
や
独
自
性
が
あ
り
、
最

も「
佐
世
保
ら
し
い
景
観
」の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

独
特
の
歴
史
・
文
化
に

育
ま
れ
て
き
た
景
観

本
市
の
景
観
の
中
に
は
、
本
市
が
歩
ん
で
き

た
歴
史
や
文
化
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
も
数

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
歴
史
・
文
化
」
と
い

う
視
点
で
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
景
観
も

「
佐
世
保
ら
し
い
景
観
」で
あ
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
や
佐
世
保
重
工
業
の
ド
ッ
ク
、

ク
レ
ー
ン
な
ど
、
佐
世
保
の
歴
史
が
感
じ
ら

れ
る
佐
世
保
湾
周
辺
の
景
観

②
無
線
塔
や
弾
薬
庫
、
砲
台
跡
な
ど
近
代
化
遺

産
が
点
在
す
る
針
尾
や
俵
ケ
浦
な
ど
の
景
観

③
四
百
年
の
歴
史
と
文
化
を
伝
え
る
三
川
内
皿

山
の
煙
突
や
窯
な
ど
が
残
る
景
観

④
茶
市
や
平
戸
往
還
な
ど
、
歴
史
や
地
域
文
化

が
感
じ
ら
れ
る
早
岐
地
域
の
景
観

⑤
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
築
造
さ
れ
た
、
佐
々

川
沿
い
（
世
知
原
・
吉
井
地
域
）
の
石
橋
が

あ
る
景
観

こ
の
ほ
か
黒
島
天
主
堂
や
相
浦
川
沿
い
の
洞

穴
遺
跡
、
J
R
佐
世
保
線
や
松
浦
鉄
道
沿
い
の

佐
世
保
ら
し
い
景
観

■1

■2■3

■4

■5

【写真の説明】
■1天神山公園から見える中心市街地■2美しい曲線が幾
重にも重なる山あいの棚田（松瀬町）■3入り組んだ海岸
線が変化に富んだ表情を見せる九十九島■4平戸往還の
一部分だった峰坂の階段■5丘陵地の緑と海の色が鮮や
かな宇久島■6佐世保のランドマーク（その土地を象徴
する建造物など）的な存在でもある佐世保重工業のク
レーン群■7近代化遺産としても非常に貴重な佐世保湾
周辺の赤レンガ倉庫群■8赤崎方面から見える市街地の
夜景■9窯を造る時に使われた耐火レンガ「トンバイ」の
廃材や、使い捨ての窯道具を赤土で固めた三川内皿山
の塀■10国の重要文化財に指定されている「黒島天主堂」

06

鉄
道
遺
産
な
ど
、
本
市
に
は
数
多
く
の
歴
史

的
・
文
化
的
な
景
観
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

育
ま
れ
て
き
た
景
観

わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の「
暮
ら
し
」。
実
は
そ

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
佐
世
保

ら
し
い
景
観
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
平
地
が

少
な
い
と
い
う
地
理
的
特
性
に
よ
っ
て
広
が
っ

た
斜
面
地
の
住
宅
街
。
こ
う
し
た
風
景
も
、
佐

世
保
ら
し
い
景
観
の
一
つ
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
本
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
佐
世
保
ら
し
い
景
観
も
あ
り
ま
す
。
九

十
九
島
の
景
観
を
活
用
し
、
自
然
に
溶
け
込
む

形
で
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い
る
西
海
パ
ー
ル

シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
周
辺
の
風
景
や
、
周
囲
の
環
境

に
配
慮
し
な
が
ら
、
水
と
緑
と
花
に
よ
る
美
し

い
街
並
み
を
実
現
し
た
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
な
ど

は
、
そ
の
代
表
的
な
例
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

佐
世
保
の
景
観
に
愛
着
を

自
然
に
恵
ま
れ
、
独
特
の
歴
史
・
文
化
が
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

き
た
佐
世
保
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
持
つ
「
佐
世

保
ら
し
い
景
観
」
の
イ
メ
ー
ジ
も
千
差
万
別
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
佐
世
保
ら
し
い
景
観
を
今

後
も
守
り
、
育
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
佐
世
保
の
景
観
に
関
心
を
持
ち
、
愛

着
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
佐
世

保
ら
し
い
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

■8

■9■10
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本
市
で
は
、
佐
世
保
ら
し
い
魅
力
あ
る

景
観
づ
く
り
に
向
け
、
昨
年
9
月
に
「
景

観
計
画
」
と
「
景
観
条
例
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
美
し
い
景
観
は
、
将
来
に
わ
た
る
市

民
共
有
の
財
産
で
す
。
市
民
、
事
業
者
、

行
政
が
力
を
合
わ
せ
て
、
美
し
い
景
観
を

守
り
、
育
て
、
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

景
観
づ
く
り
の
新
し
い
ル
ー
ル

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
2
年
度
に

「
佐
世
保
市
都
市
景
観
形
成
基
本
計
画
」を
、

9
年
度
に
「
心
や
さ
し
い
海
辺
の
ま
ち
・

佐
世
保
の
景
観
づ
く
り
要
綱
」
を
制
定
し
、

個
性
豊
か
な
佐
世
保
ら
し
い
景
観
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
、
佐
世
保
駅
前
周
辺
の
都

市
開
発
や
大
型
商
業
施
設
の
進
出
等
に
よ

り
市
街
地
の
様
子
が
急
速
に
変
化
し
て
き

て
お
り
、
ま
た
市
町
合
併
に
よ
り
、
観
光

名
所
や
風
情
あ
る
街
並
み
が
新
た
に
加
わ

る
な
ど
、
本
市
の
景
観
を
取
り
ま
く
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
全
国
的
に
は
、
美
し
く
風
格
あ

る
国
土
の
形
成
を
目
指
す
「
景
観
法
」
が

平
成

年
に
施
行
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の

16

景
観
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
仕
組
み
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
本
市
で
は
景

観
法
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
新
た
な

ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
昨
年
9
月

に「
景
観
計
画
」
と
「
景
観
条
例
」
を
策
定

し
、
本
年
1
月
1
日
に
施
行
し
ま
し
た
。

個
性
を
生
か
す
9
つ
の
エ
リ
ア

佐
世
保
市
景
観
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
景
観
行
政
を
基
盤
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
佐
世
保
ら
し
い
景
観
を
、
守

り
、
育
て
、
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
計

画
で
す
。
計
画
は
市
内
全
域
（
江
迎
・
鹿

町
地
域
は
来
年
度
か
ら
）
を
対
象
と
し
、

海
・
山
・
市
街
地
の
つ
な
が
り
な
ど
を
考
え
、

地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
景
観
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
、
市
内
を
9
つ
の
エ
リ

ア
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
標
や
方
針

な
ど
を
定
め
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
こ
の

目
標
を
基
本
と
し
て
、
佐
世
保
ら
し
い
景

観
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
届
け
出
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

景
観
条
例
の
制
定
に
伴
い
、
周
辺
の
景

観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
建
築
物
・
工

作
物
を
建
て
る
場
合
や
、
一
定
以
上
の
規

模
の
開
発
を
行
う
場
合
は
、
1
月
1
日
か

ら
、
事
前
に
「
届
け
出
」
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

08

地域の個性を生かす
9つのエリアと景観形成の目標

胸

胸

胸

胸

胸

胸

胸

胸

集落エリア
茶畑や棚田など山すそに
広がる田園と一体になった
集落地景観を保全します郊外市街地エリア

川沿いに広がる田園風景
の保全と、田園景観と調
和する沿道市街地の景観
を形成します

市街地エリア
背景の山並みへの眺望や
街並みの連続性に配慮し
た沿道市街地の景観を形
成します

都心エリア
地域資源を生かし、自然
と歴史が身近に感じられ、
海と陸をつなぐ佐世保の
顔づくりを進めます

山並みエリア
市街地の背景となる山や
田園の緑を保全・継承し
ます

ハウステンボスエリア
ハウステンボスと調和する
佐世保の観光拠点にふさ
わしい景観を形成します

佐世保湾エリア
変化に富んだ海岸線と豊
かな緑に囲まれた佐世保
の海の玄関口としての景
観を形成します

佐
世
保
の
景
観
を
守
り
、
育
て
、
つ
く
っ
て
い
き
ま
す

宇久島

黒島胸

胸

九十九島エリア
島の緑と海が一体となっ
た九十九島の良好な自然
景観を保全・継承します

島エリア
海と島の緑が一体となっ
た緑豊かな島景観を保全
します

「
佐
世
保
市
景
観
計
画
」「
佐
世
保
市
景
観
条
例
」
を
策
定

景観
計画

※建物の階数は目安です。建築物の階高によって、届け出の対象かどうか変わりますのでご注意ください。

冗まち整備課 緯24-1111
09
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※景観計画や届け出制度の詳細は、市ホームページにも掲載しています。

1月1日から「届け出制度」が始まります!

煙届け出が必要な建築物の規模など

煙届け出が必要な場合の届け出の流れ

建築物等の
企画、構想

市まち整備課
と事前協議

事前協議の
設計への反映

市まち整備課
へ届け出

建築行為
の着手諮 諮 諮 諮

１建築物

新築、増築、改築、移転、外観の変更（修繕・模様替え・色彩

の変更）を行う場合で、次のいずれかに該当する場合

①商業地域で、高さが15杓を超えるもの

②商業地域以外で、高さが10杓を超えるもの

③延べ面積が1,000㎡を超えるもの

3開発行為

3,000釈以上の都市計画法第4条第12項に規定す

る開発行為

2工作物

新築、増築、改築、移転、外観の変更（修繕・模様替え・色彩

の変更）を行う場合で、次のいずれかに該当する場合

①煙突、広告塔など建築基準法施行令第138条で指定され

ている工作物で、高さが15mを超えるもの

②よう壁で高さが10ｍを超えるもの など

※工作物…煙突、広告塔、鉄塔、よう壁、高架道路など。

4良好な景観形成に支障のある行為

①土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の

土地の形質の変更で、面積が3,000㎡を超える

もの、または高さが5mを超えるのり面を生じ

るもの

②木竹の植栽または伐採で、その面積が3,000㎡を

超えるもの など

※詳しくは、まち整備課にお尋ねください。

景観
条例

地上15杓諮

地上10杓諮

商業地域以外の地域の
場合→届出の対象

商業地域の場合
→届出の対象

届
出
の
対
象
外

2階建て戸建住宅 2階建てアパート 3階建てマンション 4階建て事務所

届け出の対象の例など
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青果市場

ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

計
画
の

２１

新
た
な
方
向
性

ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

計
画
に
つ

21

い
て
は
、
平
成

年

月
の
事
業
予
定
者

21

11

の
撤
退
を
受
け
、
同
年
の

月
定
例
市
議

12

会
に
お
い
て
、「
今
後
改
め
て
土
地
活
用

の
方
向
性
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
い
」
旨

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
約
1
年

を
か
け
て
「
企
業
動
向
調
査
」「
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」「
関
係
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

な
ど
を
実
施
し
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま

え
て
白
紙
の
状
態
か
ら
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
今
般
、
同
計
画
の
新
た
な
方
向

性
を
定
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
ポ
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

計
画

21

地
の
周
辺
で
は
、
多
目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
整
備
や
鯨
瀬
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
の

再
編
計
画
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
「
三
浦
地
区
み
な
と
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
と
し
て
一
つ
に
ま
と
め
て
一
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
九
州
サ
ブ

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ（
副
玄
関
口
）の
実
現
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
地
区
を
次
の
3
つ
の
エ
リ
ア
に
分
類

し
ま
す
。

①
観
光
ゲ
ー
ト
エ
リ
ア
（
佐
世
保
ら
し
い

水
辺
空
間
で
、
観
光
客
を
迎
え
る
場
所
）

市
民
が
自
由
に
使
え
る
貴
重
な
水
辺

空
間
で
あ
り
、
隣
接
し
て
整
備
中
の
多

目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
連
携
し
て
、

市
の
玄
関
口
と
し
て
、
市
民
や
観
光
客

が
憩
え
る
場
所
、
交
流
で
き
る
場
所
に

な
る
よ
う
、魅
力
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

②
み
な
と
交
流
エ
リ
ア
（
中
心
市
街
地
の

ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
と
し
て
、
市
民

と
観
光
客
の
交
流
か
ら
に
ぎ
わ
い
が

生
ま
れ
る
場
所
）

既
成
市
街
地
と
の
連
続
性
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
、
民
間
活
力
に
よ
る
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
特
に
水

辺
に
面
し
た
場
所
で
は
、
み
な
と
の
雰

囲
気
を
演
出
し
ま
す
。

③
生
活
航
路
エ
リ
ア
（
近
海
航
路
や
離
島

航
路
な
ど
生
活
航
路
の
発
着
点
）

鯨
瀬
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
の
再
編
計
画

の
検
討
を
進
め
な
が
ら
、
市
民
生
活
に

密
接
に
関
係
す
る
場
所
と
し
て
、
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
土
地
活
用
の
基

本
方
針
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
水
際
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
本
市
と
し

て
も
一
等
地
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
売

却
し
て
し
ま
う
と
将
来
的
に
土
地
の
用

途
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
定
期
借
地
の
余
地
は
残

し
つ
つ
も
売
却
せ
ず
、
本
市
が
所
有
し
、

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に
し
ま
す
。

②
平
成

年
、
事
業
予
定
者
が
撤
退
し
た

21

区
域
を
中
心
と
す
る
「
み
な
と
交
流
エ
リ

ア
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
民
間
の

参
画
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
売
却
に
加
え
、

市
政
の
重
要
事
項
の
報
告

月
議
会
か
ら

12

佐世保駅アルカス
SASEBO

ポートルネッサンス21

計画・にぎわい促進

多
目
的

国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備

鯨瀬ターミナル
周辺再編の検討

ポートルネッサンス21
計画・にぎわい促進

「三浦地区みなとまちづくり計画」の土地利用計画のエリア区分

観光ゲートエリア

生活航路エリア

みなと交流エリア

11
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定
期
借
地
方
式
も
導
入
し
、
地
元
事
業
者

を
は
じ
め
民
間
の
方
々
が
よ
り
参
入
し
や

す
く
な
る
よ
う
に
選
択
肢
を
広
げ
ま
す
。

③
当
該
地
造
成
に
要
し
た
費
用
に
つ
い

て
は
、
売
却
の
み
に
よ
る
返
済
と
い
う
方

法
は
と
ら
な
い
も
の
の
、
次
善
策
と
し
て

定
期
借
地
の
賃
借
料
等
の
収
入
増
に
も

最
大
限
に
努
力
し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
よ

る
本
市
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
方
向
性
の
と
り
ま
と
め
に
当
た
っ

て
は
、
内
部
検
討
会
議
で
検
討
し
、
都
市

整
備
委
員
会
で
も
貴
重
な
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
既
存
商
店
街

へ
の
影
響
や
鯨
瀬
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
再

編
計
画
と
の
関
連
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
具
体

的
な
公
募
の
条
件
や
募
集
、
選
考
の
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
、
内
部
検
討
会
議
を
継

続
し
て
開
催
し
、
来
年
度
の
早
い
時
期
に

お
示
し
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新
規
企
業
の
立
地

月

日
、
株
式
会
社
イ
ン
ヴ
ィ
ン
シ

11

12

ブ
ル
佐
世
保
工
場
の
本
市
吉
岡
町
へ
の

立
地
が
決
定
し
ま
し
た
。

同
社
は
福
岡
市
に
本
社
を
置
く
水
産

物
専
門
商
社
「
株
式
会
社
か
ね
は
」
の
関

連
会
社
で
、
事
業
計
画
で
は
主
に
辛
子
め

ん
た
い
こ
等
の
製
造
を
行
い
、
総
投
資
額

は
4
億
2
千
万
円
、
地
元
雇
用
は
約

名
70

で
、
平
成

年
4
月
の
操
業
開
始
を
予
定

23

さ
れ
て
い
ま
す
。

初
年
度
の
生
産
額
は
4
億
円
を
見
込

ま
れ
、
本
格
稼
働
に
移
る
2
年
目
以
降
の

生
産
額
は
約

億
円
を
目
指
さ
れ
て
お

11

り
、
同
社
の
立
地
は
本
市
の
地
域
振
興
と

活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
な
る
企
業
誘
致
の
推
進

と
既
存
企
業
の
支
援
強
化
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

海
上
自
衛
隊
潜
水
隊
群
の
誘
致
に

関
す
る
要
望

月

日
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
防

10

21

衛
省
で
は
、
海
上
自
衛
隊
の
潜
水
艦
を
現

在
の

隻
態
勢
か
ら

隻
態
勢
へ
移
行

16

22

す
る
方
針
を
固
め
、

月
に
取
り
ま
と
め

12

る
新
た
な
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
に
盛
り

込
む
と
の
こ
と
で
し
た
。

現
時
点
に
お
い
て
、
新
た
な
防
衛
大
綱

の
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
報
道
の
と
お
り
で
あ
れ
ば
、

昨
今
の
国
際
情
勢
や
地
勢
的
に
も
、
佐
世

保
港
は
東
シ
ナ
海
・
南
西
海
域
を
見
据
え

た
海
上
防
衛
の
要
衝
で
あ
り
、
呉
、
横
須

賀
に
次
ぐ
新
た
な
潜
水
隊
群
を
設
置
す

る
と
し
た
場
合
、
適
地
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

佐
世
保
市
と
佐
世
保
市
議
会
で
は
、
米

海
軍
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
施
設
が
崎
辺
地
区
か
ら

横
瀬
地
区（
西
海
市
）に
移
転
さ
れ
た
後
、

そ
の
跡
地
に
関
し
て
は
、
係
船
施
設
等
を

整
備
す
る
な
ど
、
海
上
自
衛
隊
に
有
効
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要
請
を
以

前
か
ら
国
に
対
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
報
道
を
受
け
、
私
は
海
上
自
衛

隊
が
崎
辺
地
区
を
活
用
す
る
上
か
ら
も
、

増
隻
さ
れ
る
潜
水
艦
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
施
設
の
整
備
を
ぜ
ひ
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

月

日
に
上

11

17

京
し
た
際
、
防
衛
副
大
臣
と
お
会
い
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
直
接
、
副
大

臣
に
今
の
私
の
考
え
を
申
し
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、

月

日
に
は
、
県
と
と
も

11

25

に
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
次
期
防
衛
計
画
の
大
綱
や
、
そ

れ
に
伴
う
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に
、
ど

の
よ
う
な
形
で
盛
り
込
ま
れ
る
の
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
情
報
収
集

に
努
め
る
と
と
も
に
、
海
上
自
衛
隊
施
設

の
充
実
、
ま
た
、
本
市
の
更
な
る
発
展
の

た
め
に
も
、
機
会
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、

国
に
対
し
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

佐
世
保
勢
の
活
躍

9
月

日
に
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
た

28

「
第

回
国
民
体
育
大
会
」
体
操
競
技（
成

65
年
女
子
団
体
総
合
）に
お
い
て
、
長
崎
県

代
表
の
監
督
と
し
て
出
場
さ
れ
た
椋
本

崇
子
さ
ん
、
同
じ
く
選
手
と
し
て
出
場
さ

た
か
こ

れ
た
本
市
出
身
の
椋
本
啓
子
さ
ん
、
大
久

保
奈
美
さ
ん
、
瀬
尾
は
や
み
さ
ん
の
4
名

が
準
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

月

日
に
文
部
科
学
省
な
ど
が
主

10

27

催
す
る
「
楽
し
い
子
育
て
全
国
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
生

の
部
で
、
崎
辺
中
学
校
2
年
の
立
石
京
さ

み
や
こ

ん
の
作
品
「
ホ
ッ
と
す
る

働
く
母
の

置
手
紙
」
が
、
文
部
科
学
大
臣
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
躍
は
、
選
手
や
参
加
者
、

そ
れ
を
支
え
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
絶

え
間
な
い
努
力
が
も
た
ら
し
た
も
の
で

で
あ
り
、
市
民
の
大
き
な
誇
り
で
す
。

※
本
文
の
内
容
は
、
朝
長
市
長
が

月
定
例
市

12

議
会
で
報
告（

月

日
）し
た
内
容
を
抜
粋

11

26

し
、
要
約（
一
部
加
筆
）し
た
も
の
で
す
。
全

文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
部
屋
」
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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市政通信

獅 平成23年申告相談・受け付けの日程市県民税・国民健康
保険税の申告

冗市県民税子市民税課、国民健康保険税子保険料課 緯24-1111
冗所得税の確定申告子佐世保税務署個人課税部門 緯22-2161

指定町名受付日場所（時間）

大黒、東山、大宮2月3日詳市役所13階
大会議室
9:00～11:30
13:00～16:00

折橋、春日、中通、高砂、木場田、
比良、長尾、上、元、泉

4日象

天神、天神1～5丁目7日訟

藤原、稲荷、若葉、平瀬、立神8日証

白木、須佐、高梨、勝富、松川、
戸尾

9日詔

京坪、宮崎、下京、上京、山県、
塩浜、万津、島地、光月、高天、
金比良、御船、神島、小島

10日詳

宮田、俵、梅田、保立、石坂、
清水、福田、万徳、天満

14日訟

白南風、三浦、須田尾、峰坂15日証

赤崎、庵浦、野崎、俵ヶ浦、
下船越、船越

16日詔

指定町名受付日場所（時間）

江迎町梶ノ村・北田・飯良坂・
根引・栗越・箙尾・中尾・奥川
内・長坂・上川内・埋立・末橘

2月7日訟江迎行政センター
9:30～11:30
13:00～16:00

江迎町三浦・北平・乱橋・
小川内・赤坂・志戸氏・七腕

8日証

江迎町猪調・田ノ元9日詔

有福、指方、江上、
ハウステンボス

10日詳江上地区公民館
9:00～11:30
13:00～15:30

針尾東、針尾中、針尾西、針尾北10日詳針尾地区公民館
9:00～11:30
13:00～15:30

鹿町町土肥ノ浦・深江・深江潟・
新深江

14日訟鹿町地区生涯
学習センター

9:30～11:30
13:00～16:00 鹿町町大屋・口ノ里・中野・

船ノ村・鹿町
15日証

鹿町町長串・下歌ヶ浦・上歌ヶ浦16日詔

獅 離職して就職活動する人に住宅手当を支給国の離職者緊急特別
措置事業

支給限度額（月額） 単身世帯子2万9000円
複数世帯子3万7600円

支給期間 最長6カ月間
支給対象 申請時に次のすべてに該当する人
①平成19年10月1日以降に離職した人
②離職前に主たる生計維持者であった人
③就労能力と常用就職の意思があり、公共職業安定
所に求職申し込みをする人
④住宅を喪失している人か、喪失する恐れのある人
⑤申請日の属する月における、申請者および申請者
と生計を同じくする同居の親族の収入の合計額
が、次の金額であること

単身世帯子8万4000円に家賃額を加算した額未
満（家賃の限度額は2万9000円）
2人世帯子17万2000円以内
3人以上世帯子17万2000円に家賃額を加算し
た額未満（家賃の限度額は3万7600円）

⑥生計を同じくする同居の親族の預貯金の合計額
が、単身世帯は50万円、複数世帯は100万円以下の人
⑦国や地方自治体が実施する離職者支援のための
貸し付けや給付を受けていない人

※詳しくはお尋ねください。

冗生活福祉課 緯24-1111

申告の対象となる人や必要書類など、詳しくは本紙12
月号の折り込みチラシでご確認ください。
※2月17日（木）以降の日程は次号でお知らせします。
※事業主の皆さんは、法定調書を1月31日（月）までに提
出してください。
※江迎・鹿町地域に住み、指定日に申告できない人は、

2月3日（木）～3月15日（火）の平日9時～11時30分、
13時～16時に、市役所13階で申告できます。
※国保税、後期高齢者医療保険料、介護保険料の「納付
額確認票」は、保険料課、市民税課、各支所・行政セ
ンターで交付します（介護保険料は長寿社会課でも交
付します）。

イベント情報
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パパ・タラフマラの「三人姉妹」
小池博史を中心に結成された「パパ・タラフマラ」の代表

ひろ し

作が登場します。文豪チェーホフの代表作をナンセンス
かつシニカル（冷笑的、嘲笑的）に、誰でも楽しめるダンス
作品としてオリジナル化。女性パフォーマー3人が繰り出
す、豪快な表現のオンパレードを間近でご覧ください。
●時2月17日木19時開演（イベントホール）
●料自由席 一般2,000円、学生1,000円
※小学生未満は入場できません。

NHK交響楽団演奏会佐世保公演
2年ぶり4度目の登場となる、日本を代表するオーケスト
ラ。指揮を務めるのは、バンベルク交響楽団の首席指揮
者ジョナサン・ノットです。オペラや現代曲も得意とす
る実力派指揮者とN響がどのようなブラームスを聴かせて
くれるのか楽しみです。会場でご堪能ください。
●時2月22日火19時開演（大ホール）
●料全席指定
S席6,000円、A席5,000円、B席4,000円、C席3,000円

平成23年度ホールボランティア募集
プログラム配布、もぎり、客席案内などをボランティアで手伝っていた
だく人を募集します（謝礼、交通費などの支給はありません）。応募用紙
に必要事項を記入し、1月15日土～2月14日月にアルカスSASEBOへ持
参するか、郵送してください。応募用紙はアルカスSASEBO窓口、また
はホームページ（http://www.arkas.or.jp）から入手できます。

緯42-1111イベントใ

ハウステンボス
～新成人特別入場料金～

長崎県内の新成人の皆さんに、お得な特
別料金を用意しました。新春をぜひハウ
ステンボスでお楽しみください。
●時1月6日木～10日月祝
9時～最終入場20時30分
●料長崎県の新成人 500円
新成人の同伴者 大人2,000円、中高生
1,300円、4歳～小学生500円
※新成人（平成2年4月2日～同3年4月
1日生まれの人）と分かる保険証、運
転免許証などを持参してください。

※同伴者の割り引きは9人まで。
●問ハウステンボス総合案内センター

緯27-0001

させぼ食育フェア＆食育祭
inさせぼ

●時1月23日裳10時30分～16時
●場アルカスSASEBO
【イベント予定】
講演会「ミネラル不足の食事・食べな
きゃ危険」
講師=NPO法人「食品と暮らしの安全」

代表・小若順一さん
こわかじゅんいち

クッキングコンテスト最優秀作品の試
食（先着100人）

各種体験コーナー（豆運びゲーム、血管
年齢測定、にんじんジュース試飲など）
●問健康づくり課 緯24-1111

県指定文化財

「ヤモード祭り」

淀姫神社に伝わる年中行事で、県指定の
無形民俗文化財。矢峰町と松原町から選
ばれた2人の青年が山人（ヤモード）とし
て溜め池でみそぎを行い、祭りを司りま
す。両町から持ち寄った稲わらで編んだ、
重量300kgの巨大なしめ縄を鳥居に掛け、
おはらいと餅まきを行い、その年の五穀

ご こく

豊穣、家内安全を祈願します。
ほうじよう

●時1月26日水8時～16時
●場淀姫神社境内（瀬戸越町）
●問社会教育課 緯24-1111

募集

cハウステンボス/J-13530



施設だより
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おはなし大好き
「読み語り実技講座」

時̝2月28日訟10時～12時
3月7日訟10時～12時30分
3月14日訟10時～12時30分

料̝無料 申̝2月3日までに申し込み用紙を
郵送、ファクス（22-9535）、持参で同館へ
※3回とも出席できる人に限ります。
※図書ボランティアをあっせんする
場ではありません。

今月のおすすめ図書

ある事件をきっかけに心を閉ざしてし
まった三島屋のおちかの物語で、人気
時代小説「おそろし」の続編です。江戸
の人情や人間の性が「くろすけ」や「お

さが

ひでりさん」を通して伝わってきます。

がめつい魔女のベファーナおばあさん
の下を逃げ出したおもちゃたちは、電
気機関車「青矢号」に乗ってプレゼント
をもらえない貧しい子どもたちの家へ
向かって大冒険を繰り広げます。最後
にはあっと驚く結末が…。

春のコンテナガーデン作り講習会
寒さに強い草花を用いて、早春の寄
せ植えを作ります。
時̝2月13日裳10時30分～12時
定̝40人 料̝2,500円（はさみ、手袋持参）
申̝2月7日訟までに電話で同園へ

あなたの思い出写真大募集
5月で開園50周年を迎えるにあたり、
開園日である昭和36年5月25日から
現在までに園内で撮った写真を募集
します。写真原板、デジカメデータ、
ネガ・ポジフィルムなど素材は問いま
せん。風景写真、家族写真など、皆さ
んのすてきな思い出の1枚をお待ちし
ています！

時̝1月2日裳～3月31日詳

申̝住所、氏名、電話番号、写真の撮影時
期、撮影時のエピソードを明記の上、
郵送、Eメール、持参で同園まで。

※応募していただいた写真等の一部
は、開園50周年イベント開催時に
掲示するほか、記念誌などの印刷
物に掲載することがあります。人
物が写っている場合、肖像権に問
題がないものをお選びください。
応募していただいた写真等は、原
則として返却しません。返却希望
者は返却に伴う経費をご負担いた
だきます。

木星・冬の星座を見よう

最新式の20尺屈折望遠鏡を使います。
時̝1月23日裳18時30分～20時30分
料̝無料
定̝先着50人（中学生以下は保護者同伴）
申̝電話で同館へ

楽しいサイエンスショー

時̝毎週賞裳14時（約30分間）
内̝不思議なショーを通して、科学に
対する興味や関心を高めます。1月
のテーマ子おもしろ超低温の世界

料̝無料
申̝不要

科学工作教室
ミニF1グランプリinSASEBO

佐世保最速は誰だ?!
時̝2月20日裳9時～11時
対̝小学4年～中学生 定̝10人
料̝3,300円（材料費）

ガラスの不思議!!キラキラ☆万華鏡作り
時̝2月20日裳9時～11時
対̝小学生（小学3年生以下は保護者同伴）
定̝25人 料̝300円
申̝いずれも1月15日賞9時から同館へ
電話か来館で

少年科学館市立図書館 亜熱帯動植物園

あんじゅう
宮部みゆき著（中央公論新社）

青矢号ーおもちゃの夜行列車ー
ジャンニ・ロダーリ作関口英子訳（岩波書店）

市立図書館

〒857-0026 宮地町3-4 緯22-5618
開館時間=10時～18時（金曜は一般室、 講
座室は20時まで） 休館日＝月曜、祝日（月
曜の場合は翌日も）、月末（月曜の場合は前
日も）。

亜熱帯動植物園

〒857-1231 船越町2172 緯28-0011
Eメール=doubut@city.sasebo.lg.jp
開園時間=9時～17時15分
入園料＝中学生以下100円、高校生以上400円
※保護者が同伴する6歳未満の幼児は無料。

少年科学館

〒857-0031
保立町12-31（市総合教育センター内）
緯23-1517 ※駐車場あり。
開館時間=9時～17時
休館日＝火曜、祝日15
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昨年6月8日、「海きらら」の九十九島湾大水槽に、
本市黒島の南西10kmの沖合いで捕獲された巨大な
エイを搬入しました。このエイは「ウシエイ」とい
う種類のメスで、全長は4m。重さは何と190kgも
あります。日本では、これまでにオスの標本写真
しか確認されていないため、とても貴重な個体と
言えます。
現在、月・水・金・土曜の午前11時から、ウシ
エイの「お食事タイム」を実施しています。潜水し
た飼育スタッフがウシエイに近づくと「待ってまし
た！」と言わんばかりにスタッフに覆いかぶさり、
餌をおねだりする姿はとてもダイナミックです。
ぜひ、貴重なウシエイを見にお出掛けください。

西海パールシーリゾート

こどもひろば お楽しみ会
大人から子どもまで、いろいろな遊具
や絵本に触れながら、九十九島の環境
や生き物について学ぶことができます。
時̝1月1日賞蕉、8日賞、15日賞、22日賞、
29日賞、2月5日賞

11時30分、14時30分（約30分間）
場̝「海きらら」こどもひろばあまもば
内̝おりがみ教室、読み語りなど。
詳しくはお尋ねを

九十九島水族館「海きらら」の仲間たち① ウシエイ

西海パールシーリゾート
〒858-0922 鹿子前町1008 緯28-4187
「海きらら」
開館=9時～17時（最終入館は16時30分）

「海きらら」の入館や遊覧船の乗船が1年間何
度でもできるお得な年間パスポート「九十九
島CLUB」の会員募集中！詳しくはお尋ねを。

カイト作り
九十九島の生き物が描かれた紙と
竹ひごを組み合わせて、オリジナ
ルのカイト（たこ）を作ります。
時̝1月30日裳、2月27日裳11時～12時
対̝小学生以上 料̝300円
定̝各20人（応募多数の場合は抽選）
申̝氏名、年齢、性別、代表者住所、
電話番号を記入し、実施日の1
週間前までに往復はがきかファ
クスでビジターセンターへ

冬鳥の観察会in相浦川

専門の講師とともに散策しながら
観察します。
時̝2月20日裳10時～12時
対̝小学生以上（小学3年生以下は保
護者同伴）

料̝100円
定̝20人（応募多数の場合は抽選）
申̝氏名、年齢、性別、代表者住所、
電話番号を記入し、2月14日訟ま
でに往復はがきかファクスでビ
ジターセンターへ

九十九島ビジターセンター
〒858-0922 鹿子前町1055
緯28-7919 FAX28-7351
開館時間=9時～18時 入館料=無料

九十九島水族館「海きらら」は、佐
世保市民であればいつでも優待価
格で入館できます。元気いっぱい
のイルカをはじめ、心癒される九
十九島の生き物たちに、ぜひ会い
に来てください。
なお、ご来館の際は市民であるこ
とが確認できるものを持参してく
ださい。

例）市役所・支所に設置している「市民優
待チラシ」、運転免許証など

何度でも会いに来てください！

お得な市民優待制度のご利用を

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

優待料金
高校生以上 1,400円を990円
4歳～中学生 700円を500円



「佐世保市成人式典」は、新成人の意見を反映
し、出席者の心に残る良い式典にすることを目指
す「成人式典検討会」によって、平成7年から企
画・運営されています。
検討会のメンバーは、公募（毎年4月から6月に
本紙や市ホームページで募集）や大学・企業から
推薦された翌年の新成人と、翌々年の新成人対象
者の総勢11人で構成されています。
活動内容としては、8月～12月に月1回程度の検

討会を開催し、イベントの企画や運営上の課題に
ついて協議するほか、式典当日には運営スタッフ
として、総合司会や会場アナウンス、受け付けな
ども行います。
平成23年成人式典では、検討会の企画による、

長崎国際大学学長
の講演や、5年後
の自分にはがきで
メッセージを送る
コーナーの設置を
予定しています。
式典には、市外に
転出した人も参加できます（案内状不要）。多くの
皆さんのご来場をお待ちしています。

平成23年佐世保市成人式典

と き 1月9日（日）12：00～13：00（開場11：00）
ところ アルカスSASEBO・大ホール

冗社会教育課 緯24-1111

˟�57-�5�5（ॅॴෆཁ）
佐世保市ॴൿॻ՝広報
&ϝーϧ IJTIPL!DJUZ�TBTFCP�MH�KQ

佐世保市の成人式は、新成人が企画・運営していると聞きましたが、どのような活動を
しているのですか?

このページでは、市民の皆さんからの「お便り」「思い出の
1枚」などを紹介します。本紙への感想、佐世保市への思
いなど、たくさんの声をお寄せください。「思い出の1枚」
は、写真にまつわるお話と住所、氏名、電話番号を書いて
お送りください。「広報クイズ」も右記あてにどうぞ。

あて先
市民
の

広場

※応募は1人1通。全問正解者の中から抽選します。紙面の都合上、
発表は発送をもって代えさせていただきます。

16

࣭͝問

回答

応募方法

はがきまたはEメールに、①答え②住所③氏名④年齢⑤電話
番号⑥広報紙へのご意見を書いて、1月21日（金）までに（消
印有効）、広報係（あて先は上部）へお送りください。

12月号の答え ①開設 ②40 ③最西端
11月号の応募状況 193通（正解122通・不正解69通・無効2通）

はがき160通・Eメール33通

佐世保独楽の製作で知られる「佐世
こま

保独楽本舗」から、えとの「ウサギの
絵が描かれた佐世保独楽」をプレゼ
ント！ 絵柄には「飛躍の年になって
ほしい」という願いが込められてい
ます。（4、17ページ参照）

提供：佐世保独楽本舗 緯22-7934

えとが描かれた縁起物
佐世保独楽（1個、2,630円相当）を5人に!

1月号のプレゼント

検討会の様子

問題の○に当てはまる文字等をお答えください。ヒントは紙面の中にあります。

問題3

問題2

問題1

美しい景観は、将来にわたる市民共有の○○
です。市民、事業者、行政が力を合わせて、美
しい景観を守り、育て、つくっていきましょう。

献血はあなたにもできる人助けです。1月から
2月までは「○○○の献血」キャンペーンです。

源泉掛け流しの温泉施設として、平成13年7
月にオープンしたのが鹿町温泉「○○○○
館」です。

※飾り用の台とひも付き。こまの色は選べません。

17
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冗秘書課 緯24-1111

放送局時間放送局時間放送予定日

KTN9:55NBC11:351月 2日（日）

NCC11:40NIB9:251月 8日（土）

KTN11:40NBC9:251月15日（土）

NCC11:40NIB9:251月22日（土）

テレビ佐世保18:55毎週日曜

プレゼント応募方法
はがきかEメールに、①クイズの答え②ご覧になった放送局③
番組の感想④住所⑤氏名⑥年齢⑦電話番号を書いて、2月2日
（水）必着で広報係へ（1人1通）。 ※正解者の中から抽選します。
紙面の都合上、発表は発送をもって代えさせていただきます。

「トラフグ身
み

欠き」（4～5人分・6,000円相当）を3人に!
が

提供：九十九島漁業協同組合 緯69-3161
製造・販売：ふぐ加工司（つかさ） 緯77-4565

11月放送の答え=A 応募数=36通

フグは高タンパク・低カロリー・低脂肪で、うま味成分
には血液をさらさらにするタウリンが、皮にはコラーゲ
ンが含まれています。この商品は、水揚げしたトラフグ
を加工所でさばき、真空パックに詰めてお届けします。

1月放送の番組では、県内で有数の生産量を誇る、鹿
町地域の「養殖トラフグ」を、市長自ら紹介します。
豪華なプレゼントが当たるクイズも、お見逃しなく！

冬の佐世保の新名物！

鹿町地域の「養殖トラフグ」

市政広報テレビ番組「みんなでつくるキラっ都させぼ」

1月放送のプレゼント

※市ホームページでも閲覧できます。

シリーズ佐世保の物産⑥

県指定伝統的工芸品「佐世保独楽」

昭和24年1月26日、法隆寺（奈良県斑鳩町）の金堂壁
いかるが

面が火災で焼失したことをきっかけに、昭和30年から
毎年1月26日は「文化財防火デー」と定められました。
この日は文化財防火運動が全国的に実施されており、
本市でも毎年、消防署と消防団が合同で消防訓練を実
施しています。
本市には国の重要文化財に指定されている「黒島天
主堂」をはじめ、県の重要文化財に指定されている「楠
本端

たん

山旧邸」「旧松浦炭鉱事務所」、市の重要文化財に
ざん

指定されている「大念寺鐘楼山門」など、貴重な文化財
しようろう

が数多くあります。
先人たちが長い歴史の中で
築き上げてきた文化財を、今
後も末永く守り伝えていくこ
とができるよう、市民の皆さ
んも文化財の防火にご理解と
ご協力をお願いします。
冗消防局予防課 緯23-9256

ラッキョウ型の形状で、先端には正八面体の「剣」
けん

と呼ばれる鉄が打ち付けてある佐世保独楽（こま）。
子どものころ、「息長勝問勝競べ」の掛け声で友だち

いきながしようもんしようくら

と一斉に佐世保独楽を回し、誰が一番長く回せるか
を競って遊んだ人は多いのではないでしょうか。そ
の歴史は明治時代に始まり、本市の郷土玩具として
長く親しまれ、平成5年からは県の伝統的工芸品に指
定されています。「息長く回る」「回りが良い」ことから、
長寿や金運を招く縁起物としても人気があります。

冗佐世保独楽本舗（島地町9-13） 緯22-7934
冗させぼ四季彩館（三川内支所横） 緯30-7744

本市の文化財を守り伝えるために

毎年1月26日は「文化財防火デー」

トラフグ身（刺し身、しゃぶしゃぶ用）、アラ（から揚げ・鍋用）、
フグ皮（湯引き・鍋用）、ひれ（ひれ酒用） ※簡単なレシピ付き。

佐
世
保
独
楽
に
絵
付
け
す
る
佐
世
保
独

楽
本
舗
の
三
代
目
山
本
貞
右
衛
門
さ
ん
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師
、
歯
科
衛
生

士
、
歯
科
技
工
士
手̝

月

日
現
在
で

12

31

従
事
す
る
場
所
な
ど
を
保
健
福
祉
政
策

課
へ
〆̝

1
月

日

※
所
定
の
用
紙

17

を
保
健
所
か
ら
送
付
し
ま
す
。
届
か
な

い
場
合
は
、
同
課
へ
連
絡
を
。

問̝

保
健
福
祉
政
策
課

ަ
௨
ࣄ
ނ
ͳ
Ͳ
ʹ
ૺ
ỳ
ͨ
Β

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療

の
加
入
者
が
交
通
事
故
に
遭
い
、
保
険

を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
場
合
は
、
警

察
で
事
故
証
明
書
を
も
ら
っ
て
か
ら
医

療
保
険
課
へ
届
け
出
を

※
飼
い
犬
に

か
ま
れ
た
と
き
や
傷
害
の
場
合
も
同
課
へ
。

問̝

医
療
保
険
課


࡚
ݝ
ٞ
ձ
ٞ
һ
બ
ڍ
ͷ
બ
ڍ
۠

͕
ม
ߋ
さ
Ε
·
͢

次
回
の
県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
、
佐

世
保
市
と
北
松
浦
郡（
小
値
賀
町
、
佐
々

町
）が
一
つ
の
選
挙
区
に
な
り
ま
す
。

【
新
し
い
選
挙
区
】佐
世
保
市
・
北
松
浦

郡
選
挙
区（
定
数
9
人
）
※
国
勢
調
査

の
結
果
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問̝

県
選
挙
管
理
委
員
会

緯
0
9
5
・
8
9
5
・
2
1
3
7

18

時̝ =とき、̝場 =ところ、̝内 =内容、̝対 =対象、̝料 =料金、̝定 =定員、̝申 =申し込み、̝手 手続き・提出、̝〆 =締め切り、̝問 =問い合わせ

ࢢ

ॴ
֤
՝
ỏ
த
ԝ
อ
݈

ࢱ
η
ϯ
λ
ồ




ද
൪
߸
緯

ɾ
�
�
�
�
͔
Β
͓
ͭ
ͳ
͗
͠
·
͢

��

テレビで地上デジタル放送を受信するため、
以下のいずれかの対策をお願いします。
①地デジ対応テレビへ買い換える
②今のアナログテレビに地デジチュー
ナー（または内蔵録画機）を買い足す

③ケーブルテレビで視聴する
※①②の場合はUHFアンテナが必要です。

なお、電波の違いから、山間部などではアナ
ログ放送は映ってもデジタル放送が映らな
い場合があります。テレビを買い換えても
映らないときは、早めの対応が必要ですの
で、まずはデジサポ長崎まで連絡を。
問̝デジサポ長崎 緯095-804-5500

アナログ放送終了まであと半年！
早めの地デジ対策を

＋

地デジチューナーアナログテレビ

ࠤ
ੈ
อ
ࢢ

ɾ
ࢢ
ٞ
ձ
ٞ
һ
બ
ڍ
ͷ

ཱ
ީ
ิ
༧
ఆ
ऀ
આ
໌
ձ

時̝

1
月

日

時

分
場̝

市
役
所

29

13

30

13

階
大
会
議
室
内̝

立
候
補
、
選
挙
運
動
の

説
明

問̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ࢢ
ͷ



ೲ
ೖ
ỏ
ਗ਼

ɾ
ܯ
උ
ۀ


ͷ
ࢦ
ఆ
ۀ
ऀ
ͷ
ొ

ड
͚

͚

内̝

平
成

・

年
度
の
市
役
所
、
市
立

23

24

小
・
中
学
校
、
消
防
局
、
総
合
病
院
、

水
道
局
、
交
通
局
へ
の
物
品
等
の
納
入
、

清
掃
・
警
備
業
務
の
指
定
業
者
登
録
対̝

創
業
ま
た
は
法
人
設
立
か
ら
1
年
を
経

過
し
、
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
消

費
税
・
地
方
消
費
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
業
者
申̝

1
月

日
～
2
月

日
の

11

18

平
日
9
～

時（

時

分
～

時

16

11

30

13

30

分
を
除
く
）に
契
約
課
へ

※
申
請
書

は
同
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問̝

契
約
課

ܟ

ύ
ε
ɾ

ࢱ
ύ
ε
ͷ
ߋ
৽

【
更
新（
1
月
生
ま
れ
の
人
）】
手̝

1
月

1
～

日
に
本
人
が
パ
ス
券（
福
祉
パ

31

ス
は
身
障
・
療
育
・
精
神
手
帳
も
）を
持

参
し
、
市
営
・
西
肥
バ
ス
の
指
定
窓
口

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

※
窓
口
の

年
始
の
休
み
は
本
紙

月
号
で
確
認
を
。

12

【
新
規
・
紛
失
】
手̝

敬
老
パ
ス（

歳
以

75

上
）
師
本
人
が
印
鑑
を
持
っ
て
健
康
づ

く
り
課
、
各
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
へ

▽
福
祉
パ
ス
師
本
人
が
印
鑑
と
手
帳
を

持
っ
て
障
が
い
福
祉
課
へ

※
紛
失
は

再
発
行
時
に
手
数
料
が
必
要
。

問̝

健
康
づ
く
り
課（
敬
老
パ
ス
）

問̝

障
が
い
福
祉
課（
福
祉
パ
ス
）

ঁ
ੑ
ͷ

Έ
͝
ͱ
ɾ
ࢠ
Ͳ

ͷ
ਓ
ݖ

૬
ஊ
ॴ

時̝

1
月

日

～

時
場̝

男
女
共
同

29

10

16

参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ス
ピ
カ
」、
相
浦

地
区
公
民
館
、
ひ
ま
わ
り
の
館（
吉
井

町
前
岳
）、
歌
ヶ
浦
公
民
館
内̝

夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
で
の

セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
の

悩
み
や
、
い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど
子

ど
も
の
人
権
の
相
談

※
秘
密
厳
守

料̝

無
料

問̝

長
崎
地
方
法
務
局
佐
世
保
支
局

緯

・
4
8
5
0

24
খ
༄

ϩ
ồ
υ
Ϩ
ồ
ε
େ
ձ
ʹ


͏
ަ
௨
ن
੍

時̝

1
月
9
日

時

分
～

時

分

10

30

11

40

場̝

相
浦
中
里
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～

マ
ル
キ
ョ
ウ
日
野
店
前

※
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
周
辺
で
は
交
通
渋
滞
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
付
近
を
通
行
す
る
予
定
の
人

は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問̝

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
・
同
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局

ݝ
ͷ
࢈
ۀ
ผ
࠷


ۚ
Λ
վ
ఆ

内̝

は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機
械
器

具
製
造
業
師
7
6
8
円（
平
成

年
1

23

月
7
日
改
定
）▽
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
師
7
0
6
円

（
同

年
1
月
7
日
改
定
）▽
船
舶
製

23
造
・
修
理
業
、
船
用
機
関
製
造
業
師
7

8
3
円（
同

年
1
月
5
日
改
定
）

23

※
県
最
低
賃
金
師
6
4
2
円（
同

年
23

月
4
日
発
効
）。

11問̝

長
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

緯
0
9
5
・
8
0
1
・
0
0
3
3

19

犯罪被害者と遺族は、命を奪われる（家族を失
う）、けがを負うなど直接の被害だけでなく、精
神的な傷や体の不調、通院や失職などによる困
窮、無責任な風評や過剰な報道による不快感な
ど、二次的被害にも苦しむことがあります。周
りの人は、被害者の心情に配慮し、責めたり、
無理に励ましたりすることがないように接して
ください。心の傷の回復には、周囲の理解と共
感、支持が大切です。
問̝人権男女共同参画課

人権シリーズ「犯罪被害者の人権」

【償却資産】

1月1日現在、市内で事業を営み償却資産を所有
している人は、1月31日までに資産税課に申告
してください ※電子申告も利用できます。詳
しくはeLTAX（http://www.eltax.jp/）で確認を。
内̝土地、家屋以外で事業に使用している構築物、
機械装置、船舶、器具、備品などで耐用年数
1年以上、取得価格10万円以上のもの
※取得価格10万円未満でも固定資産として
計上し、減価償却額が所得の計算上損金
または必要経費に算入されるものは該当。
※取得価格20万円未満で法人税法、所得税
法の規定で事業年度ごとに一括して3年間
で償却するものは対象外。
※申告書がない人は同課へ連絡を。

問̝資産税課

【軽自動車】

4月1日現在の登録者に課税されます。持ち主
の変更、廃車、盗難は3月31日までに手続きを。
※自賠責保険（共済）加入は法律上の義務です。
契約が切れていたら最寄りの取り扱い店で加
入の手続きを。

問̝125cc以下のバイク、小型特殊車子資産税課
問̝二輪小型車子佐世保自動車検査登録事務所
緯050-5540-2084

問̝軽二輪・三輪・四輪子軽自動車協会
緯31-1385

償却資産・軽自動車税の申告



ฏ




ମ
ҭ
ࢪ
ઃ
ར
༻
ऀ
日

程
ௐ

ձ
ٞ

対̝

平
成

年
度（
佐
世
保
野
球
場
は

23

23

年
3
月
～

年
2
月
分
）の
団
体
専
用

24

利
用
希
望
者

※
希
望
者
は
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

問̝

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド（
①
③
）

緯

・
3
1
2
5

47
問̝

佐
世
保
野
球
場（
②
）緯

・
4
7
6
4

47

問̝

体
育
文
化
館（
④
）緯

・
1
5
2
2

22

問̝

県
立
武
道
館（
⑤
）緯

・
2
1
9
4

22

֤
छ
ॿ

ۚ
આ
໌
ձớ
ຖ
݄
開
催
Ờ

時̝

1
月

日
①
9
時

分
②

時

13

45

10

20

分
③

時

分
～

分

※
希
望
時
間

11

15

45

帯
を
選
択
可
内̝

①
中
小
企
業
緊
急
雇

用
安
定
助
成
金
②
新
規
雇
い
入
れ
助
成

金
③
創
業
な
ど
の
助
成
金
ほ
か
場̝

ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
世
保
・
2
階
大
会
議
室

問̝

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
世
保

緯

・
2
0
0
7

88

ྗ
ஂ

์
ӡ
ಈ
ʹ
͝
ڠ
ྗ
Λ

暴
力
や
暴
力
団
の
な
い
、
安
全
で
安

心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
わ
た
し
た

ち
み
ん
な
の
願
い
で
あ
り
、
そ
の
実
現

に
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
致
団
結
し
た

協
力
が
不
可
欠
で
す
。
市
内
で
は
警
察

署
ご
と
に
組
織
す
る
暴
力
追
放
運
動
推

進
協
議
会
や
、
職
域
・
地
域
ご
と
に
結

成
す
る
暴
力
追
放
運
動
団
体
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問̝

交
通
安
全
・
防
犯
推
進
室

�
݄

ࢢ
ݝ
ຽ
੫
ୈ
�
ظ

ỏ
ࠃ
ຽ
݈

߁
อ
ݥ
੫
ୈ
�
ظ

ͷ
ೲ

݄

保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、
保
険
証
の

有
効
期
間
が
短
く
な
る
場
合
や
、
診
療

費
が
一
時
的
に
全
額
自
己
負
担
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問̝

保
険
料
課
、
納
税
課

ࢹ
ௌ
֮
ϥ
Π
ϒ
ϥ
Ϧ
ồ
ͷ
Ҡ
స

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
保
立
町
）開
館

に
伴
い
、
市
役
所
内
の
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
は
同
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
ま
し

た

※
各
種
団
体
、
学
校
に
教
材
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
機
材
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
訪
ね
を
。

問̝

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
緯

・
7
3
3
0

76

ಓ
࿏
ỏ
๏
ఆ
֎
ެ
ڞ
ớ
ཬ
ಓ
ỏ
ਫ

࿏
Ờ
༻
ڐ
Մ
ͷ
ߋ
৽
ख
ଓ
͖
Λ

対̝

道
路
・
法
定
外
公
共
物
占
用
許
可
の

更
新
時
期
を
迎
え
る
人

※
申
請
書
を

対
象
者
に
送
付
し
ま
す
手̝

申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
2
月
1
～

日
28

に
土
木
政
策
・
管
理
課
へ
提
出

問̝

土
木
政
策
・
管
理
課

ਫ
ಓ



פ
ର
ࡦ
Λ

冬
場
は
屋
外
の
蛇
口
・
水
道
管
な
ど

が
凍
結
し
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、

破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
凍
結
を
防
ぐ
】地
上
に
露
出
し
て
い
る

水
道
管
に
は
布
を
巻
い
て
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
で
覆
う
か
、
保
温
チ
ュ
ー
ブ
を
巻
く

▽
雨
な
ど
で
土
砂
が
流
れ
て
地
表
に
露

出
し
た
水
道
管
は
埋
め
直
す

【
凍
結
し
た
ら
】自
然
解
凍
を
待
つ
か
、

タ
オ
ル
な
ど
で
覆
っ
て
蛇
口
を
開
き
、

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
る（
熱
湯

を
か
け
る
と
破
裂
し
ま
す
）

【
破
裂
し
た
ら
】元
栓
を
閉
め
、
佐
世
保

上
下
水
道
管
工
事
セ
ン
タ
ー（
緯

・
6
24

3
6
2
）か
水
道
局
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
連
絡
を

問̝

上
下
水
道
維
持
課
緯

・
1
1
5
1

24

ج


େ
ֶ
Φ
ồ
ϓ
ϯ
Ω
Ỿ
ϯ
ύ
ε

時̝

2
月

日

時

分
～

時

分

11

10

30

12

30

場̝

米
海
軍
佐
世
保
基
地
対̝

日
本
国
籍

を
持
つ
県
内
在
住
の
高
校
生
以
上
で
、

一
定
の
英
語
力
を
持
つ
就
学
希
望
者

内̝

基
地
内
3
大
学
の
紹
介
定̝

人
申̝

40

1
月
5
～

日
に
電
話
か
E
メ
ー
ル

26

（kichisei@
city.sasebo.lg.jp

）で

基
地
内
大
学
就
学
実
行
委
員
会
事
務
局

へ

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
を
。

問̝

基
地
政
策
局
内
・
同
委
員
会
事
務
局

緯

・
9
6
2
1

25
ủ
҆
৺
ϝ
ồ
ϧ
ɾ
Ω
Ỿ
ỽ
ν
͘
Μ
Ứʹ

ొ

Λ

各
地
域
の
声
掛
け
事
案
な
ど
、
安
全

情
報
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
配
信
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
す

内̝

子
ど
も
、
女
性
へ

の
声
掛
け
事
案
▽
強
制
わ
い
せ
つ
、

ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
犯
罪
情
報
▽
重
要

ま
た
は
特
異
な
事
件
情
報
▽
そ
の
ほ
か

防
犯
情
報
料̝

無
料（
通
信
費
は
自
己
負

担
）̝
手

携
帯
電
話
か
パ
ソ
コ
ン
か
ら

「n110@
123123.tv

」へ
空
メ
ー
ル
を

20

時

ところ対象施設とき

総合グラウンド陸上競技
場・南棟ミーティング
ルーム

総合グラウンド庭球場、世知原テニスコート、吉井テニスコート①2月 4日14:00

佐世保野球場、世知原野球場、吉井野球場、千鳥越野球場②2月 5日14:00

総合グラウンド（陸上競技場、運動広場）、東部スポーツ広場（ラグ
ビー・サッカー場、ソフトボール場）、北部ふれあいスポーツ広場
（多目的広場）、小佐々中央運動広場グラウンド、吉井北部運動広場、
大悲観グラウンド、吉井ソフトボール場、御橋運動場、世知原運動
広場、栗迎農村公園運動広場、鹿町運動場

③2月14日14:00

中部地区公民館・研修室体育文化館体育室、総合グラウンド体育館、小佐々海洋センター体
育館、小佐々スポーツセンター、江迎中央体育館、鹿町体育館

④2月15日13:30

県立武道館3階・会議室県立武道館（柔道場、剣道場、弓道場）⑤2月18日18:00

送
信
し
、
返
信
メ
ー
ル
に
従
っ
て
操
作

す
る

問̝

県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

緯
0
9
5
・
8
2
0
・
0
1
1
0

さ
せ
ぼ
ࢢ
ຽ
׆
ಈ
ަ
ྲྀ
ϓ
ϥ
β
ͷ

ࣄ

ॴ
ೖ
ډ
ஂ
ମ

内̝

入
居
時
期
師
平
成

年
4
月
▽
募
集

23

室
数
師
2
分
の
1
教
室（

釈
）、
8
分

17

の
1
教
室（
8
・
5
釈
）
※
8
分
の
1

教
室
か
ら
2
分
の
1
教
室
ま
で
選
択
可

対̝

一
定
期
間
継
続
し
て
市
民
公
益
活

動
を
行
う
見
込
み
が
あ
り
、
市
内
に
主

な
活
動
拠
点
を
有
す
る（
ま
た
は
今
後

活
動
を
予
定
す
る
）団
体
申̝

1
月
4
～

日
に
電
話
で
市
民
協
働
推
進
室
へ

31（
入
居
者
は
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
審
査
で
決
定
）
※
使
用
料

な
ど
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

市
民
協
働
推
進
室

ୈ
�
ճ

࡚
ݝ
Ͷ
Μ
Γ
Μ
ϐ
ỽ
Ϋ

時̝

5
月

日
場̝

長
崎
市
総
合
運
動
公

14

園
な
ど
内̝

ス
ポ
ー
ツ（
卓
球
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
わ
の
わ
リ
ン
グ
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
ロ
ー
ン
ボ
ウ
ル
ス

な
ど
）、
囲
碁
・
将
棋
、
作
品
展
対̝

60

歳
以
上
の
県
内
在
住
者
料̝

五
百
円（
作

品
展
は
無
料
）̝
申

前
述
の
5
競
技
師
1

月
5
日
～
2
月

日
に
健
康
づ
く
り
課

22

へ
▽
そ
の
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
、
囲
碁
・

将
棋
、
作
品
展
師
4
月

日
ま
で
に
大
会

22

事
務
局
へ

※
参
加
申
込
書
は
健
康
づ

く
り
課
で
配
布
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

健
康
づ
く
り
課

問̝

す
こ
や
か
長
寿
財
団
内
大
会
事
務
局

緯
0
9
5
・
8
4
7
・
5
2
1
2

ࣗ
Ӵ


内̝

①
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）②
貸
費

学
生（
技
術
）③
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・

技
術
）̝
対

種
目
に
よ
り
異
な
る
た
め
、

詳
し
く
は
お
尋
ね
を
申̝

①
随
時
②
1

月

日
ま
で
③
1
月

日
～
4
月
9
日

14

12

問̝

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
佐
世

保
出
張
所
緯

・
1
2
3
1

23


ڥ
ֶ
श
ࢦ
ಋ
ऀ
ཆ

ߨ
࠲

時̝

2
月

～

日
場̝

さ
せ
ぼ
エ
コ
プ

11

13

ラ
ザ（
戸
尾
小
跡
）、
エ
コ
ス
パ
佐
世
保

内̝

川
で
安
全
に
遊
ぶ
た
め
の
指
導
者

育
成
対̝

歳
以
上
で
、
市
の
環
境
イ
ベ

18

ン
ト
な
ど
に
協
力
で
き
、
2
月

日
開

20

催
予
定
の「
緑
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

基
礎
講
座
」（
参
加
料
無
料
）を
受
講
で

き
る
人
料̝

五
千
五
百
円（
資
格
認
定
登

録
費
と
し
て
別
に
三
千
円
が
必
要
）̝
定

人
申̝

電
話
で
さ
せ
ぼ
エ
コ
プ
ラ
ザ

15へ
〆̝

1
月

日（
応
募
多
数
の
場
合
は

16

抽
選
）

問̝

さ
せ
ぼ
エ
コ
プ
ラ
ザ
緯

・
0
0
5
5

25

さ
せ
ぼ
உ
ঁ
ڞ
ಉ
ࢀ
ը
η
ϛ
φ
ồ

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム「
寝
た

き
り
に
さ
せ
な
い
た
め
の
介
護
教
室
」】

時̝

2
月
5
日

時

分
～

時
場̝

男

13

30

15

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス
ピ
カ
」

研
修
室
2
料̝

無
料（
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
動

き
や
す
い
服
装
で
）̝
定

先
着

人
申̝

電

30

話
か
直
接「
ス
ピ
カ
」へ

※
託
児
あ
り

（
1
月

日
ま
で
に
要
予
約
）

27

問̝

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス

ピ
カ
」緯

・
3
8
2
8

23

ී
௨
ٹ
໋
ߨ
श
ᶗ

時̝

1
月

日
9
～

時
場̝

消
防
局
3

23

12

階
・
防
災
学
習
室
内̝

心
肺
蘇
生
法
・
止

そ
せ
い

血
法
・
異
物
除
去
法
の
指
導
、
A
E
D

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
取
り
扱
い

方
な
ど
対̝

中
学
生
以
上
料̝

無
料
定̝

30

人
申̝

1
月

～

日
に
電
話
か
フ
ァ

16

22

ク
ス（

・
1
1
1
9
）で
東
消
防
署
へ

38

問̝

東
消
防
署
緯

・
2
5
1
9

38

ߕ
छ

Ր

ཧ
ऀ
ࢿ
֨
औ
ಘ
ߨ
श
ձ

時̝

2
月

、

日
9
時

分
～

時

15

16

30

16

30

分
場̝

労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
対̝

現
在
、

防
火
管
理
者
が
不
在
の
施
設
で
新
た
に

資
格
取
得
者
が
必
要
な
施
設
管
理
者

料̝

六
千
円
定̝

1
5
0
人
申̝

1
月

日
18

～
2
月
2
日
に
消
防
局
予
防
課
、
各
消

防
署
・
出
張
所
に
あ
る
申
し
込
み
用
紙

で

※
受
講
は
2
日
間
。
詳
し
く
は
お

尋
ね
を
。

問̝

消
防
局
予
防
課
緯

・
9
2
5
6

23

さ
せ
ぼ
競
輪
開
催
日
程

緯

・
4
7
9
7

31

（
1
月
8
日
以
降
分
）

本
場
開
催

和
歌
山
記
念
場
外

本
場
開
催

大
宮
記
念
場
外

京
都
向
日
町
記
念
場
外

松
戸
記
念
場
外

本
場
開
催

東
西
王
座
戦（
豊
橋
）場
外

武
雄
S
級
場
外

ηϯλーද൪߸緯�������͔ࢱॴ֤՝、தԝอ݈ࢢ■ Β͓ͭͳ͗しま͢ɻ

1
月
8
・
9
・
日
10

日
11

・
・
日

12
13
14

・
・
・
日

15
16
17
18

・
・
・
日

22
23
24
25

・
・
・
日

27
28
29
30

日
・
2
月
1
・
2
日

31

4
・
5
・
6
日

7
・
8
・
9
日

21

次

市立総合病院では、県北地区の中核病院
として、症例・指導内容が充実した研修
のほか、抄読会、モーニングレクチャー、
学会予行、宇久地域での研修など、学べ
る環境を十分に整えています。医学生の
皆さん、質の高いプログラムの下で充実
した初期研修を受けてみませんか。
問̝市立総合病院総務課 緯24-1515
※病院見学を随時受け付けています。
希望者は、「新鳴滝塾」ホームページ
（http://www.narutaki-jyuku.jp/）
からエントリーしてください。

初期臨床研修医の募集
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ද
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��

保
育
所
の
4
月
以
降
の
入
所
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す

対̝

仕
事
な
ど
の
理
由
で
お
子
さ
ん
を

保
育
で
き
な
い
人
手̝

1
月
4
～

日
31

に
子
ど
も
支
援
課
、
各
行
政
セ
ン
タ
ー

で

※
必
要
書
類
は
子
ど
も
支
援
課
、

各
行
政
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
詳
し
く
は

本
紙

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

12

問̝

子
ど
も
支
援
課

市
立
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
、
平
成
23

年
度
の
入
級
児
を
募
集

4
～
5
歳
児
で
、「
言
葉
が
正
し
く

発
音
で
き
な
い
」「
言
葉
に
つ
ま
る
」「
言

葉
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る
」と
思
わ
れ

る
お
子
さ
ん
の
た
め
の
教
室
で
す

場̝

清
水
小
学
校
内
料̝

無
料
申̝

1
月
7

～

日（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）に
、

21

電
話
で
市
立
幼
児
こ
と
ば
の
教
室
へ

問̝

幼
児
こ
と
ば
の
教
室

緯

・
5
6
9
5

25
子
ど
も
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
福
祉

医
療
費
の
振
り
込
み
口
座
に
つ
い
て

子
ど
も
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、
福

祉
医
療
費
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
へ
の
振
り

込
み
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
振
り
込

み
口
座
を
変
更
す
る
人
は「
変
更
届
」ま

た
は「
異
動
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

手̝

1
月
か
ら
子
ど
も
支
援
課
、
各
支

所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
で
随
時
受
け
付
け

※
児
童
扶
養
手
当
の
受
け
付
け
は
、
子

ど
も
支
援
課
だ
け
。
通
帳
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

問̝

子
ど
も
支
援
課

月
1
日
診
療
分
か
ら
父
子
家
庭

12に
も
福
祉
医
療
費
を
助
成

月
診
療
分
か
ら
父
子
家
庭
の
父
と

12
そ
の
お
子
さ
ん
に
医
療
費
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
認
定
申

請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

対̝

歳
20

未
満
の
子
を
養
育
し
て
い
る
配
偶
者
の

い
な
い
父
親
と
、
そ
の
お
子
さ
ん（
18

歳
未
満
。
高
校
在
学
中
で
あ
れ
ば

歳
20

未
満
）
師
入
院
と
通
院
を
助
成

※
所

得
制
限
あ
り
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

子
ど
も
支
援
課

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

対̝

中
学
3
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
人
内̝

子
ど
も
1
人
に
つ
き
月

額
一
万
三
千
円

※
出
生
や
転
入
な
ど

で
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
人
は
、
速
や

か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問̝

子
ど
も
支
援
課

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

時̝

1
月

、

、

日
、
2
月
8
、

18

24

31

21

日

時

分
～

時

分
場̝

中
央
保

13

30

15

30

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
対̝

小
さ
い
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
の
子
育
て
を
応
援
で
き

る
人
内̝

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
、

子
ど
も
の
発
達
や
親
支
援
、
遊
び
方
な

ど
〆̝

1
月

日

※
詳
し
く
は
お
尋

14

ね
を
。

問̝

子
ど
も
保
健
課

出
前
保
育

【
こ
の
指
と
～
ま
れ
！
】

時̝

①
1
月

日
②
1
月

日
③
1
月

12

13

日
④
1
月

日
⑤
1
月

日
⑥
2
月

18

27

28

9
日

※

時
～

時

分
場̝

①
⑥

10

11

30

針
尾
保
育
園
②
④
楠
栖
保
育
所
③
ク

レ
ー
ル
の
丘
自
治
会
館
⑤
日
宇
地
区
公

民
館
内̝

楽
器
遊
び
対̝

未
就
園
児
と
保

護
者
、
妊
婦
な
ど
料̝

無
料

問̝

ル
ン
ビ
ニ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

緯

・
5
1
0
0

20
【
み
ん
な
よ
っ
と
い
で
ー
!
】

時̝

1
月

日

時

分
～

時
場̝

春

25

10

30

12

日
幼
児
園
内̝

簡
単
な
手
遊
び
、
ふ
れ

あ
い
遊
び
対̝

未
就
園
児
と
保
護
者
料̝

無
料

問̝

菫
ヶ
丘
幼
児
園
・
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
緯

・
4
1
8
8

34

【
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

】
!!

時̝

①
第
2
・
4
月
曜

時

分
～

時

13

30

15

分
②
火
曜

時

分
～

時

分
③

30

13

30

15

30

水
曜
9
時

分
～

時

※
祝
日
・
年

30

12

末
年
始
を
除
く
場̝

①
ダ
イ
ジ
ャ
ス
ス

ク
ー
ル（
ジ
ャ
ス
コ
大
塔
店
2
階
）②
柚

木
地
区
公
民
館
③
小
佐
々
地
区
公
民
館

対̝

未
就
園
児
と
保
護
者
、
妊
婦
な
ど

料̝

無
料

問̝

日
野
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

緯

・
3
2
6
4

28
保
育
所
体
験

時̝

①
②
1
月

日
③
1
月

日
④
1
月

11

19

時̝ =とき、̝場 =ところ、̝内 =内容、̝対 =対象、̝料 =料金・会費、̝定 =定員、̝申 =申し込み、̝手 手続き・提出、̝〆 =締め切り、̝問 =問い合わせ

23

日
⑤
2
月
8
日

※
①
②
④
⑤

時

20

10

～

時

分
③
9
時

分
～

時

分

11

30

30

11

30

場̝

①
⑤
春
日
幼
児
園
②
④
赤
崎
青
い

実
幼
児
園
③
藤
原
幼
児
園
内̝

①
た
こ

作
り
②
こ
ま
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
・
子
育

て
相
談
③
保
育
所
体
験
、
保
健
師
さ
ん

を
囲
ん
で
語
り
合
う
会
④
鬼
の
面
作

り
・
子
育
て
相
談
⑤
福
笑
い
作
り
対̝

未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者
〆̝

③
1
月

日
14

※
③
着
替
え
、
お
し
ぼ
り
、
エ
プ
ロ
ン

を
持
参
。
給
食
あ
り（
有
料
）。

問̝

春
日
幼
児
園
緯

・
2
0
1
5

22

問̝

赤
崎
青
い
実
幼
児
園
緯

・
0
0
4
4

28

問̝

藤
原
幼
児
園
緯

・
4
0
9
6

31

離
乳
食
講
座
と
実
習

時̝

①
2
月

日
②
2
月

日

※

15

22

10

～

時（
参
加
は
ど
ち
ら
か
1
回
）̝
場

12
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

①
月
齢

5
～
6
・
7
～
8
カ
月
向
け
②
月
齢
9

～

・

～

カ
月
向
け
対̝

妊
産
婦
、

11

12

18

乳
児
の
保
護
者
料̝

無
料
定̝

先
着

人
20

申̝

1
月
7
日
か
ら
電
話
で

※
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具
持
参
。

問̝

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

緯

・
0
5
5
0

31
老
人
の
認
知
症
や
心
の
相
談

時̝

1
月

日

時

分
場̝

中
央
保
健

20

13

30

福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

専
門
の
医
師
が
認

知
症
や
老
人
性
う
つ
病
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
対̝

高
齢
者
や
そ
の
家
族
料̝

無
料

※
要
予
約
。
専
門
医
療
機
関
を

受
診
中
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問̝

長
寿
社
会
課

介
護
教
室

【
認
知
症
の
こ
こ
が
知
り
た
い
！
】

時̝

1
月

日

時

分
～

時

分

23

13

30

15

30

場̝

介
護
老
人
保
健
施
設
サ
ク
ラ（
八
幡
町
）

問̝

介
護
老
人
保
健
施
設
サ
ク
ラ

緯

・
1
8
0
2

23
【
嚥
下
障
害
に
対
す
る
食
事
内
容
と
介

え
ん

げ

護
に
つ
い
て
】

時̝

1
月

日

～

時
場̝

ケ
ア
ハ
ウ

29

14

16

ス
光
の
子（
上
原
町
）

問̝

ケ
ア
ハ
ウ
ス
光
の
子

緯

・
3
2
3
0

39
介
護
者
の「
こ
こ
ろ
」の
相
談
会

時̝

1
月

日

時

分
～

時

分

27

13

30

15

30

場̝

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

臨
床

心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談
対̝

在
宅
で

介
護
を
し
て
い
る
人
料̝

無
料
申̝

電
話

で
長
寿
社
会
課
へ

※
要
予
約
。

問̝

長
寿
社
会
課

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

時̝

3
月
7
～
8
日
場̝

別
府
温
泉
・
湯
布

院（
大
分
県
）̝
内

介
護
者
の
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
1
泊
旅
行
対̝

要
介
護
1
以
上
の
家

族
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
料̝

七

千
円
申̝

2
月
7
～

日
に
電
話
で
長

15

寿
社
会
課
へ

※
1
人
の
要
介
護
者
に

つ
き
介
護
者
2
人
ま
で
。
事
業
全
6
回

開
催
の
う
ち
2
回
ま
で
参
加
可
。

問̝

長
寿
社
会
課

特
定
健
康
診
査
受
診
が「
無
料
」に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

～

歳
の
人
は
、
特
定
健
康
診
査
の
受

74
診
が
無
料
で
す
。
糖
尿
病
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚

症
状
が
な
く
進
行
し
ま
す
。
医
療
保
険

課
か
ら
送
付
し
た
受
診
券
と
保
険
証
を

持
参
し
、
医
療
機
関
で
の「
個
別
健
診
」

ま
た
は
公
民
館
な
ど
で
の「
集
団
健
診
」

の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受
診
し
、
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問̝

医
療
保
険
課

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
は
お
早
め
に

昨
年
6
月
下
旬
に
、
受
診
に
か
か
る

自
己
負
担
金
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン

券
を
対
象
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
有

効
期
限
は
3
月

日
で
す
。
年
度
末
は

31

受
診
希
望
者
が
多
く
受
診
で
き
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
は

お
早
め
に

対̝

子
宮
頸
が
ん
＝

、

、

20

25

、

、

歳
の
女
性
▽
乳
が
ん
＝

、

30

35

40

40

、

、

、

歳
の
女
性（
平
成

45

50

55

60

22

年
4
月
1
日
現
在
の
年
齢
）

問̝

健
康
づ
く
り
課

次
インフルエンザワクチンの
接種費用を助成します

【助成対象者】
①市民税非課税世帯の人②生活保護受給世帯の人
③中国残留邦人等支援給付対象の人
④小学6年生以下⑤65歳以上
⑥60歳以上65歳未満の人で、下記の条件にあて
はまる人
・心臓・腎臓または呼吸器の機能に、自己の身辺
の日常生活活動が極度に制限される程度の障害
があり、身体障害者手帳1級を所持する人
・人免疫不全ウイルスにより、免疫の機能に日常
生活がほとんど不可能な程度の障害があり、身
体障害者手帳1級を所持する人

【助成金額】
①②③全額助成
④1回あたり1,000円の自己負担で2回助成
⑤⑥1回あたり1,000円の自己負担で原則1回助成
※助成対象者が助成金額以上の料金を支払って
接種した場合は、6月30日までに申請すればそ
の差額を還付します。
問̝健康づくり課



24

健
康
相
談（
1
月
開
催
分
）

時̝

①

日
②

日
③

日

※

～

25

26

27

14

時
④
予
約
時
に
調
整
場̝

①
世
知
原

15行
政
セ
ン
タ
ー
健
康
館
②
小
佐
々
行
政

セ
ン
タ
ー
③
鹿
町
行
政
セ
ン
タ
ー
健
康

館
④
江
迎
地
域
、
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内̝

生
活
習
慣
病
予
防
や
禁
煙
に

関
す
る
相
談
申̝

電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ

※
行
政
セ
ン
タ
ー
は
前
日
ま
で

申
し
込
み
可
。

問̝

健
康
づ
く
り
課

医
師
に
よ
る
健
康
講
話（
要
予
約
）

時̝

1
月

日

～

時
場̝

中
央
保
健

27

14

15

福
祉
セ
ン
タ
ー
内̝

メ
タ
ボ
の
こ
と
正

し
く
知
っ
て
い
ま
す
か
？
申̝

前
日
ま

で
に
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ

問̝

健
康
づ
く
り
課

運
動
普
及
推
進
協
議
会
の
公
開
講
座

時̝

①
1
月

日
②
2
月
9
日

※

11

10

時
～

時

分
場̝

①
相
浦
文
化
セ
ン

11

30

タ
ー
②
愛
宕
地
区
公
民
館
内̝

楽
し
く

手
軽
に
で
き
る
健
康
体
操
料̝

無
料（
運

動
で
き
る
服
装
、
飲
料
水
、
タ
オ
ル
を

各
自
持
参
）
定̝

各
日
先
着

人
申̝

前
日

30

ま
で
に
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ

※
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
の
許
可
を

得
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問̝

健
康
づ
く
り
課

市
立
総
合
病
院
の
健
康
教
室

時̝

1
月

日

時
場̝

総
合
病
院
2
階

19

14

講
堂
内̝

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
に
役

立
つ
知
識
～
日
常
生
活
の
中
の
感
染
予

防
対
策
～

問̝

市
立
総
合
病
院
緯

・
1
5
1
5

24

簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室（
全
5
回
）

参
加
者
の
健
康
状
態
や
体
力
に
合
わ

せ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
、
専
門

家
が
指
導
し
ま
す

時̝

2
月
3
日
～

3
月

日
の
毎
週
木
曜
場̝

中
央
保
健

24

福
祉
セ
ン
タ
ー
対̝

～

歳
で
、
全

40

74

5
回
参
加
で
き
る
人（
運
動
制
限
の
あ

る
人
を
除
く
）̝
料

無
料
定̝

人（
応
募

25

多
数
の
場
合
は
抽
選
）̝
申

1
月

日
ま

27

で
に
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ

※
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
の
許
可
を

得
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問̝

健
康
づ
く
り
課

各
種
料
理
教
室（
要
予
約
）

【
い
き
い
き
元
気
食
事
づ
く
り
教
室
】

時̝

①
2
月
9
、

、

日
②
2
月

、

16

23

15

日
、
3
月
1
日

※

時
～

時

22

10

12

30

分
場̝

①
東
部
住
民
セ
ン
タ
ー
②
大
野

地
区
公
民
館
内̝

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く

食
べ
続
け
る
た
め
の
手
軽
な
メ
ニ
ュ
ー

と
健
康
講
話
定̝

人
料̝

二
百
円
申̝

前

25

日
ま
で
に
電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ

※
3
回
シ
リ
ー
ズ
。
1
回
だ
け
の
参
加

も
可
。

【
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
】

時̝

2
月

、

日
、
3
月
4
日

時

18

25

10

～

時

分
場̝

日
宇
地
区
公
民
館
対̝

12

30

歳
以
上
の
男
性
定̝

人
料̝

二
百
円

40

22

申̝

前
日
ま
で
に
電
話
で
健
康
づ
く
り
課

へ

※
3
回
シ
リ
ー
ズ
。
1
回
だ
け
の

参
加
も
可
。

問̝（
各
料
理
教
室
と
も
）健
康
づ
く
り
課

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

献
血
は
あ
な
た
に
も
で
き
る
人
助
け

で
す
。
1
月
か
ら
2
月
ま
で
は「
は
た

ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
冬

季
は
特
に
血
液
が
不
足
し
ま
す
。
新
成

人
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

時̝

時
～

10

17

時

分（
成
分
献
血
は

時
ま
で
）

30

17

※
金
曜
定
休
場̝

献
血
ル
ー
ム
西
海

（
四
ヶ
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内
）

問̝

献
血
ル
ー
ム
西
海
緯

・
2
4
4
0

25

相談など

【子どもの発達】
療育相談（要予約）
問̝子ども発達センター緯23-3945
歯科保健相談（要予約）̝問健康づくり課
【障がい福祉】 問̝障がい福祉課
①アルコール依存の相談
アルコール依存の相談
障がい福祉課で随時

アルコール依存症家族教室
1月11日、2月8日15:30
中央保健福祉センター

佐世保断酒会
1月11、25日、2月8日13:30
中央保健福祉センター
②精神障がいの相談
精神保健相談 障がい福祉課
1月13、27日、2月10日 ※要予約

精神障がい者の社会復帰訓練
保健所デイケア
毎週金曜（祝日を除く）10:00
中央保健福祉センター

精神障がい者の家族の会（ゆみはり会）
1月22日13:00 ふれあいセンター

③脊髄小脳変性症の集い（アジサイ会）
1月21日13:30
アルカスSASEBO2階「スピカ」
④ひきこもり家族の集い
1月19日10:00 ふれあいセンター
※佐世保断酒会、②～④の新規参加者
は、事前に連絡を。

【医療の相談】 問̝保健福祉政策課
平日8:30～17:15（電話での相談）
医療安全支援センター緯25-9723
【健康テレホン】緯23-4300
祝日は前日の内容が流れます。
1月の内容（3分間）
譲ギラン・バレー症候群
醸後縦靱帯骨化症
錠インフルエンザにかかったら
嘱疥癬（かいせん）
埴ピック病 飾蒸腎移植
問̝長崎県保険医協会緯095-825-3829

25
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虚がん検診（受診は各種年1回・要予約）

場̝市内の登録医療機関
※前回の受診日から12カ月以上空けてください（年1回）。料金
は各種健康保険共通。

※肺がん検診は毎週火曜（年末年始を除く）8:30～10:30に中央
保健福祉センターでも実施。

※70歳以上、本市国保加入者、生活保護受給者、市民税非課税
世帯の人は無料（保険証・証明書が必要）。

許働く女性のための日曜乳がん検診（要予約）
時̝1月23日9:30～12:00、13:30～16:00
場̝中央保健福祉センター
対̝40歳以上 定̝先着30人 料̝40歳代1,500円、50歳以上1,100円
※本市国保加入者、無料クーポン対象者は無料。
申̝1月11日から電話で健康づくり課へ

距女性検診（乳がん検診と骨粗しょう症検診・要予約）
時̝2月14、28日9:00～11:00、13:00～15:00
場̝中央保健福祉センター 内̝①女性検診②骨粗しょう症検診だけ
対̝①40～70歳の市民②20～70歳の市民 定̝先着20人
申̝1月19日から電話で健康づくり課へ

鋸成人歯科健診（要予約）
時̝火曜8:30～10:30（祝日を除く）̝場中央保健福祉センター
※歯科相談も併せて実施しています（無料・要予約）。
※市内の登録歯科医療機関でも受診できます（受診料500円・要
予約）。

漁肝炎ウイルス検査
時̝月曜13:00～16:00（祝日を除く）̝場中央保健福祉センター
対̝感染の不安があり、過去に肝炎ウイルス検査を受けたことが
ない人 料̝無料 ※市内の登録医療機関でも受診可（20歳以上）。

禦エイズ・性感染症相談・検査（匿名・無料）
まずは電話でご相談を 時̝平日8:30～17:15緯0120-104-783
Eメール shc783@city.sasebo.lg.jp
エイズウイルス抗体（通常）・クラミジア抗原検査
時̝月曜9:00～11:30、13:00～16:30、水曜9:00～11:30（祝日
を除く）̝場中央保健福祉センター

エイズウイルス抗体即日検査（要予約・祝日を除く）
時̝火曜13:00～16:00
木曜9:00～11:00

場̝中央保健福祉センター

魚乳幼児健診 ※約1カ月前に該当者に通知します。
特に3歳児健診は、ぜひ受診してください。
4カ月児健診 対̝3～4カ月ごろ
1歳6カ月児健診 対̝1歳6カ月ごろ
3歳児健診 対̝3歳6カ月ごろ

問̝健康づくり課（虚～禦） 問̝子ども保健課（魚）

検診・検査など

70歳以上50～69歳40～49歳30～39歳20～29歳区分

無料

1,000円3,000円－胃

X線400円
X線＋喀痰検査900円－－肺

600円－－大腸
頸部（けいぶ）1,000円子宮

視触診・マン
モグラフィー
1,100円

視触診・マン
モグラフィー
1,500円

視触診・
エコー
1,500円

－乳

50～84歳無料－－－前立腺

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食
中
毒
に
注
意

鶏
、
豚
、
牛
の
腸
管
な
ど
に
存
在
す

る
細
菌「
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
」に
よ
る

食
中
毒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
肉
を
食

べ
る
際
に
は
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
▽
生
食
は
控
え
る
▽
中
心
ま
で
十
分

に
加
熱（

度
で
1
分
以
上
）す
る
▽
消

75

費
・
賞
味
期
限
を
確
認
し
、
購
入
後
は

必
ず
冷
蔵
庫
で
保
管
す
る
▽
調
理
の
際

は
十
分
に
手
を
洗
う
▽
包
丁
・
ま
な
板

は
肉
専
用
の
も
の
を
用
意
す
る

問̝

生
活
衛
生
課

犬
や
猫
は
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う

い
な
く
な
っ
て
も
す
ぐ
飼
い
主
が
分

か
る
よ
う
に
、
犬
の
首
輪
に
鑑
札
・
注

射
済
票
を
、
猫
に
も
首
輪
と
名
札
を
付

け
ま
し
ょ
う
。
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が

周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
、
気
を

付
け
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

問̝

生
活
衛
生
課



1年間手塩にかけて管理してきた新茶の出来を競う「長
崎県茶品評会・蒸し製玉緑茶の部」と「長崎県茶園共進会」
において、世知原地域で茶園を経営している前田秀樹さ
んが、それぞれに最優秀となる「農林水産大臣賞」と「九
州農政局長賞」を受賞しました。長崎県茶品評会では、県
内産地で競う「産地賞」も佐世保市（世知原茶）が1位とな
り、11月22日、前田さんと世知原茶振興会の皆さんが市
役所を訪れ、朝長市長に受賞の報告を行いました。
目標にしていた大会で、最優秀賞を独占することに
なった前田さんは「大変うれしく思います」と喜びを語り、
「これからも世知原茶をアピールしていきます」と今後の
抱負を述べました。朝長市長は「本当に素晴らしい結果
で誇りに思います。今後とも特産品の振興に力を注ぎま
すので、おいしいお茶づくりをよろしくお願いします」と
話しました。
これらの大会は茶の生産・製茶技術の向上を図るため
毎年開催されており、前田さんは平成17年の「全国茶品評
会」でも最優秀賞の受賞経験があります。

冗農業畜産課 緯24-1111
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■認知症とは
脳の病気によって、日常生活が困難になった状態のことです。認
知症を引き起こす代表的な病気には、アルツハイマー病、レビー小
体型認知症、脳血管性認知症などがあります。

■元気で長生きしている人の生活習慣の例
最近では、テレビなどでも認知症の話題が大きく取り上げられ、世
間の関心も高くなってきています。認知症予防には、まず「認知症
を知る」ことが大切ですが、認知症を予防するためには、具体的に
どのようなことに気をつけたらよいのでしょう? 元気で長生きし
ている人の生活習慣に共通している例をいくつかご紹介します。
煙自分のことは自分でする
煙何でもおいしく、特に魚をよく食べる
煙友だちが多く、よく外出する
煙いつまでもクヨクヨしない
煙よく散歩する
煙役割や生きがいを持っている
煙趣味を持っている など
また「かかりつけ医」を持つことも認知症予防には重要であり、早
期発見、早期治療につながります。

世知原茶 前田さん 県最優秀賞をW受賞!!
産地賞も世知原茶に

認知症予防に取り組みましょう!

煙運動

有酸素運動は脳の血流を増やします。
生活の中にウオーキングなどを取り入
れましょう。

煙食事

動脈硬化を防ぎ、脳血管疾患を予防す
るため、栄養バランスを考えて食べま
しょう。

煙趣味など

自分の趣味を続けて、脳に刺激を与え
ましょう。

煙人とのつながり

家族や友人との会話を大切にし、積極
的に地域との交流を図りましょう。

長寿社会課から 認知症予防 の話

認知症予防についてもっと知りたい、認知症の
人や家族を応援したいという皆さんを対象に「認
知症サポーター養成講座」（3人以上の団体での申
し込み）を実施しています。詳しくは長寿社会課
高齢支援係にお尋ねください。

冗長寿社会課 緯24-1111

茶摘み時期の前田さんの茶園（写真上）、今回の受賞を市長に報告
する前田さん（左）、今回の表彰状と記念の盾（右）
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編集後記

喧嘩独楽（けんかごま）の異
名を持つ佐世保独楽ですが、
佐世保独楽本舗には、えとや
節句、季節にちなんだ、かわ
いい絵柄のこまが並んでお
り、見ているだけで心が和み
ました。取材では、伝統を守
りながら新しいスタイルに
も挑戦し、職人芸で作品に仕
上げていく山本さん夫婦に
感動しました。最近の新商
品は、幼い子どもの「手形」を
付けた佐世保独楽。成長の
記録にもなり、佐世保っ子な
らではの、一生の宝物になる
ことと思います。（H）

昔
か
ら
庶
民
の
暮
ら
し
の
中
で
信
仰
さ
れ

て
き
た
石
仏
は
、
百
体
百
様
に
味
わ
い
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
五
年
に
完
成
し
た

上
原
水
源
地
の
近
く
の
薬
師
堂
に
、
十
一
面

観
音
と
並
ん
で
安
置
さ
れ
て
い
る
薬
師
如
来

は
、
か
す
か
に
ほ
ほ
笑
む
幼
い
女
の
子
を
思

わ
せ
る
か
わ
い
い
表
情
を
し
て
い
ま
す
。

よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、
薬
師
如
来
像
の

決
ま
り（
儀
軌
）で
あ
る
薬
壷
を
両
手
に
持
つ

ぎ

き

や
く

こ

体
の
部
分
と
、
顔
の
部
分
は
明
ら
か
に
異
な

り
ま
す
。
坐
像
の
下
半
身
を
省
略
す
る
石
仏

ざ

ぞ
う

は
、
一
五
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
室
町
時
代
に

よ
く
あ
る
姿
。
顔
の
部
分
は
、
体
部
に
対
し

て
大
き
す
ぎ
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
ま
せ

ん
。ほ

と
ん
ど
線
彫
り
に
近
い
表
情
は
、
普
通

の
庶
民
が
手
掛
け
た
こ
と
を
思
わ
せ
ま
す
。

髪
の
毛
は
、
正
式
に
は
螺
髪
と
い
う
巻
き
毛

ら

ほ
つ

で
、
頭
頂
は
盛
り
上
が
っ
た
肉
髻
が
あ
り
ま

に
く
け
い

す
が
、
こ
れ
も
女
の
子
の
お
か
っ
ぱ
そ
の
ま

ま
で
す
。

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
昔
村
人
の
病
気
や

災
害
を
除
こ
う
と
、
薬
師
如
来
を
安
置
し
た

も
の
の
、
何
ら
か
の
理
由
で
首
が
無
く
な
り
、

普
通
の
村
人
が
後
で
別
の
石
で
顔
を
造
り

補
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

同
じ
上
原
に
あ
る
浄
漸
寺
は
、
明
治
を
迎

え
る
ま
で
現
在
の
早
岐
小
学
校
の
地
に
あ
り

ま
し
た
。
明
治
政
府
が
一
緒
に
信
仰
さ
れ
て

い
た
神
仏
を
分
け
、
天
皇
を
天
照
大
神
の
子

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

孫
と
す
る
国
家
神
道
を
国
の
方
針
と
し
た
た

め
、
お
寺
を
攻
撃
す
る
廃
仏
毀
釈
運
動
が
全

は
い
ぶ
つ

き
し
や
く

国
で
騒
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
薬
師
如
来
を

本
尊
と
す
る
真
言
宗
の
浄
漸
寺
は
、
そ
の
と

き
廃
寺
に
さ
れ
た
の
で
す
。

上
原
の
薬
師
石
仏
も
、
そ
の
と
き
首
が
落

ち
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
明
治
八（
一
八

七
五
）年
、
よ
う
や
く
騒
動
が
治
ま
り
、
上
原

の
薬
師
石
仏
は
、
心
あ
る
人
が
童
女
の
表
情

を
見
せ
る
首
を
作
り
、
残
っ
た
坐
像
に
補
っ

て
信
仰
を
続
け
た
の
で
し
ょ
う
。

童
女
思
わ
す
薬
師
仏
煙
上
原
町

ど
う
じ
よ

や
く

し

ぶ
つ

撮
影
・
文
煙
筒
井
隆
義

第546回

PU
BLIC

RELATIO
N
S

SA
SEBO

2011_1

ハンバーグドリア

考えていただいた人

中嶋千晶さん
佐世保北中3年

作り方
虚小さく切ったじゃがいもをゆでて水気を切り、塩・こしょ
うを振っておく。

許耐熱皿にごはんを入れ、その上に虚、小さく切ったハン
バーグ、トマト、千切りにしたキャベツをのせる。

距許の上にケチャップをかけ、最後にとろけるチーズをの
せてオーブンで1～2分焼く。

暫1人分の栄養価 熱量482kcal、たんぱく質17.8g、脂質13.2g、塩分1.8g

家にある身近な材料
ですぐ出来ます。
チーズをかけること
で、栄養たっぷりの
上に、おいしく食べ
られるよう仕上げま
した。

材料・4人分
ハンバーグ
ごはん
トマト
じゃがいも
キャベツ
チーズ
ケチャップ
塩・こしょう

2個
600g
100g
100g
100g
100g
60g
少々

※本紙12月号の「情報クリップ」（8ページ）で、「山県丸」とあるのは「山縣丸」の誤りでした。おわびして訂正します。

ヘルシークッキングコンテスト
元気な朝ごはん

レシピ
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